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津
軽
弘
前
藩
の
武
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資

料

紹

介

i

|

寺
山
家
所
蔵
・
武
芸
関
保
古
文
書
等
制

自

次

ま
え
が
き

丹
容
紹
介

題
、
林
睡
新
夢
想
涜
居
合
〈
承
爵
)

ぉ

、

居

合

向

之

次

第

一

巻

子

本

先
の
部
分
を
失
く
。
内
容
は
「
向
之
次
第
」

浅
利
伊
兵
禰
均
禄
よ
り
八
反
田
字
右
衛
門
あ
て
。
日
付
、
朱
即
e

一
花
押
は
な
い
。

託

、

居

合

転

車

た

次

第

二

巻

子

本

先
の
部
分
を
欠
く
。
内
容
は
「
右
身
之
次
第
」
以
下
却
と
同
じ
。

辺
、
罵
ム
尚
一
都
民
之
次
第
一
一
一
巻
ツ
ナ
本

内
題
「
左
身
之
次
第
い
以
下
部
と
同
じ
o

w
T
居
住
町
物
之
次
第

mm

巻
子
本

内

題

「

外

物

之

次

第

以

下

部

と

同

じ

。
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充
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弘

、

居

合

外

物

之

次

第

五

巻

子

本

先
の
部
分
を
欠
く
。
内
容
は
幻
と
異
な
る
「
外
物
之
次
第

ぉ

、

結

合

秘

歌

之

巻

六

巻

子

本

内
題
「
秘
敬
之
大
一
事
」
以
下
部
と
同
じ
。

初

、

語

会

握

設

相

博

之

春

巻

子

本

伝
芸
能
的
と
問
じ
o

u、
居

合

極

位

相

槽

之

響

巻

子

本

桟
利
伊
兵
籍
均
議
よ
り
槌
口
誠
之
助
あ
て
。

5
付
、
朱
印
・
花
押
は
な
い
。

ぉ

、

居

合

向

之

次

第

一

巻

子

本

丹
額
「
向
次
第
一

浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
残
館
縫
之
助
あ
て
。
日
付
、
朱
印
・
花
拝
は
な
い
。

加

、

間

合

右

穿

之

次

第

一

一

巻

子

本

内
題
「
お
身
次
第
」
以
下
山
ぬ
と
同
じ
。

初

、

居

合

左

身

之

次

第

一

一

一

巻

子

本

内
側
臨
「
左
a芳
次
第
」
以
下
川
ぬ
と
同
じ
。

誌

、

患

ム

ロ

外

物

之

次

第

四

巻

子

本

内
題
「
外
物
次
第
」
以
下
お
と
同
じ
。

位

、

間

合

外

物

之

次

第

五

巻

子

本

内
題
「
外
的
初
次
第
い
以
下
部
と
同
じ
。

出

、

居

合

極

位

相

博

之

巻

巻

子

本

伝
系
的
お
と
時
じ
。

話

、

居

合

左

身

之

次

第

一

一

一

巻

子

本

先
の
部
分
ぞ
欠
く
。
内
容
は
「
左
母
次
第
」

浅
利
利
万
之
劫
均
費
よ
り
佐
和
市
之
語
あ
て
。
日
付
、
朱
印
*
花
搾
は
な
い
。

話

、

居

合

外

物

之

次

第

五

巻

子

本

買
探
二
年
(
七
悶
)
十
二
月
吉
日
、
藤
田
八
郎
友
葡
門
よ
り
成
田
友
次
兵
籍
あ
て
。

100 

五
」
で
あ
る
。
以
下
坊
と
問
じ
。
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36 

「

十

一

一

用

次

第

」

巻

子

本

常
井
喜
兵
議
院
則
よ
り
津
軽
玄
蕃
あ
て
。
日
付
、
朱
印
・
花
押
は
な
い
。

「

五

ケ

次

鵠

」

巻

子

本

伝
系
能
却
と
閉
じ
c

「

切

刃

次

第

」

巻

子

本

い
組
系
地
誌
と
同
じ
。

「

合

口

次

第

」

巻

子

本

い
伝
系
船
出
と
同
じ
。

「

外

物

次

第

)

巻

子

本

伝
系
他
誌
と
同
じ
。

叶
外
物
次
第
い

内
容
は
お
と
異
な
る
が
、
怯
系
龍
持
と
問
問
じ
。

「

歌

之

巻

い

巻

子

本

伝
系
離
坊
と
持
じ
。

37 38 39 40 41 42 
五
、
饗
厳
現
十
文
字
鑓

後
に
記
す
。

3ま

え

tJs 

き
九
号
〈
平
成
一
克
H
H

九
八
九
日

の
「
津
軽
弘
前
藩
の
武
芸
紳
〕
で
は
、
寺
山
家
が
所
蔵
す
る

当
「
文
化
紀
要
い

川
弘
前
藩
「
嘗
間
流
諌
(
術
〉

今
回
は
「
林
崎
新
夢
組
流
(
居
合
〉
の
伝
書
類
九
点
と
「
林
鯖
新
夢
翻
流

の
「
指
南
許
状
」
一
一
一
点
及
び
法
書
類
一
六
点
を
紹
介
し
た
。

の
残
り
の
伝
書
類
一

点
と
、
新
た
に
「
費
蔵
院
十
文
字
鑓
い
の
詰
書
類

点
を
絡
介
す
る
こ
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と
は
し
た
。
寺
山
家
の
所
議
す
る
「
繁
蔵
院
十
文
字
鑓
」
の
ん
私
書
類
は
こ
の
一

点
が
全
部
で
あ
る
。

102 

林
埼
新
夢
制
部
流

の
授
受
の
内
訳
は
、
①
浅
利
伊
兵
種
均
棒
よ
り
八
一
民
間
宇
右
衛
門
あ
て
七
点
、
窃
同
じ
く
樋
口

万
之
助
あ
て

窃
浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
商
館
経
之
助
あ
て
六
点
、
治
)
同
じ
く
佐
和
市
之
援
あ
て
一

③
議
出
八
郎
左
衛
門
よ
り

成
問
左
次
兵
荷
島
て
一

り
津
軽
玄
蕃
あ
て
七
点
で
あ
る
。

の
う
ち
、

か
ち
③
ま
で
の

と
K
な
る
が
、
寺
山
家
の
所
蔵
す
る
武
芸
文
書
資
料

の
内
容
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
で

る

と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

常
井
嘉
兵
額
よ
れ
ソ
津
軽
玄
蕃
あ
て
の
七
点
も
前
田
の
内
容
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
前
回

K
誌
な
か
っ
た

林
崎
新
夢
想
流
(
居
合
〉

の
初
期
の
頃

の
名
称
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
教
が
あ
る
。
こ
れ
は
津
軽
弘
前
審

の

っ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。

同
藩
に
お
け
る
「
林
崎
新
夢
想
流

の
祖
は
常
井
喜
兵
喬
で
あ
る
が
、
こ
の
宮
井
喜
兵
禽
か
ら
捜
与
さ
れ
た
誌
書
と
し
て
、

津
軽
玄
蕃
あ
て
が
前
述
の
よ
う
に
七
点
、
浅
利
伊
兵
禽
あ
て
も
前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
七
点
寺
山
家
民
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
再
者
を
比
較

す
る
と
、
ど

朱
阜
、
花
押
が
な
く
、
こ
の
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
書
体
は

っ
て
い
る
。
内
容
に
も
相
違
が
あ
り
、
授

の
名
称
の
表
現
も
前
者
は
「
常
井
喜
兵
衛
躍
則
」
と
し
、
後
者
は

常
井
喜
兵
構
尉
直
則
い
と
「
尉
」
の
一
字
を
入
れ
て
徴
妙
な
違

い
が
あ
る
。

も
と
も
と
寺
山
家
の
文
護
は
浅
利
伊
兵
衛
の
後
胤
が
所
議
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
津
軽
玄
蕃
あ
て
の
詰
書
は
臨
接
入
手
し
た
の

で
は
な
く
、

て
保
評
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

っ
て
い
た
こ
と
は
珍
ら
し
い
。

し
で
も
津
軽
玄
蕃
あ
て

「
費
蔵
院
十
文
字
鑓
」

点
の
授
受
の
内
訳
は
、
①
高
田
平
右
寄
門
正
重
よ
り
農
牛
兵
九
郎
あ
て
一
点
、
②
高
田
議
兵
衛
正
茂
よ
り

浅
利
伊
丘
ハ
窟
あ
て
一
一
一
点
、
③
桜
庭
又
右
衛
門
或
美
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て

告
浅
利
伊
兵
衛
よ
り
樋
口
弥
三
郎
あ
て
二
点
、
告
年
記

は
あ
る
が
授
受
者
無
記
名
の
ん
私
書

ゆ

一
之
介
宗
明
よ
り
岩
関
千
治
郎
あ
て
一
点
、
舎
佐
野
吉
邸
兵
第
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
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津
軽
弘
前
藩
の

の
祖
は
高
田
平
右
衛
門
正
重
で
あ
る
が
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

名
高
門
の
伝
帯
が
、
寺
山
家
に
た
だ

の
記
述
形
式
、
内
容
等
は
、

他
家
に
所
議
さ
れ
て
い
る
同
流
の

r

、
1一
?

』

O

寸
ι
'
U
J
I

て
特
徴
が
あ
り
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

の
伝
書
の
種
類
を
ほ
ぼ
告
含
し

し
て
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
搾
軽
弘
前
藩
に
お
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ク
ハ

M
G

内
容
の
紹
介

え

餌j

ω
冊
子
本
、
巻
子
本
等
の
表
紙
に
題
叢
(
婁
)
あ
る
い
は
外
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
題
名
は
「

容
そ
の
他
か
ら
推
し
て
仮
り
に
つ
け
た
名
称
で
あ
る
。

凶
瞭
損
や
虫
警
が
甚
し
く
、
題
名
の
つ
け
難
い
場
合
に
は
「
題
名
不
詳
」
と
し
た
。

船
体
積
に
よ
っ
て
、
巻
子
本
、
冊
子
本
、
肝
本
、
堅
紙
・
折
紙
・
切
紙
の
mm
種
に
大
別
し
た
。
巻
子
本
に
は
、
表
紙
や
軸
の
失
わ
れ
て
い
る
も
の
、

あ
る
い
は
始
め
か
ら
輸
が
な
か
っ
た
と
態
わ
れ
る
巻
き
紙
の
よ
う
な
様
式
ま
で
含
め
た
。

川
古
文
書
・
記
録
等
の
紙
鏑
や
縦
・
横
の
大
き
さ
等
は
、
特
部
な
も
の
と
思
わ
れ
な
い
摂
り
省
略
し
た
。

同
特
定
の
人
物
、
宇
母
、
事
件
等
に
つ
い
て
は
本
文
の
後
民
「
注
」
で
一
不
し
、
全
体
げ
い
か
か
わ
る
事
件
に

毎
試
み
た
。

間
判
読
不
明
な
文
字
詰
己
で
訴
し
た
。

同
色
彩
が
必
要
と
思
わ
れ
る
資
料
の
一
揺
を
カ
ラ
l
写
真
〈
※
印
〉
と
し
、
本
文
の
最
後
に

同
色
で
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

」
で
*
一
小
し
た
。

」
の
な
い
題
名
は
、
内

一-，

い
て
は
「
解
説
L

の
現
争
設
け
て
説
明

揺
し
て
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
必
ち
ず
し
も
原
本
と

103 
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毘
、
林
崎
新
夢
懇
流
窓
会
ハ
承
前
〉

初
、
岩
合
向
之
次
第

押
上

押
抜

幕
越

胸
刀

先
の
部
分
欠
損
、
人
物
舗
に
よ
り
形
の
一

部
を
示
し
て
い
る
が
、
館
関
に
掲
載
し
た
の

で
省
略
。

向
次
第

呂
、
居
合
右
身
之
次
第

全
体
の
問
分
の
三
は
切
れ
て
欠
損
、
「
右

身
之
次
第
」
の
技
五
本
の
う
ち
、
最
後
の
「
甑

以
下
の
み
残
存
し
て
い
た
。

布
身
次
第

臥
足

t
i
日



f文化紀要j欝30汚， 1989年弘前大学教養部

105 

22 

融
は
な
く
巻
き
紙
の
様
式
、
人
物
画
に
よ

り
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
が
省
略
す
る
。

朱
印
・
花
押
は
な
い
が
、
右
の
「
袖
」
民
「
時

判
」
が
あ
る
。

f.n 
'fl1 

翼民

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
都
禽
唯
授

左
身
次
第

関
抜

左
足

肢
去
該

# 

人
語
録
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106 

お
、
居
合
外
物
之
次
第

間

結
は
な
く
巻
き
経
の
様
式
、
人
物
語
に
よ

り
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
が
省
略
。
朱
部
・

花
押
は
な
い
が
、
お
の
「
綿
L

K

「
陪
制
作
L

が
あ
る
α

極
位
都
術
唯
授

外
務
次
第

寄
足

寄
身

逆
手

施
刀

弘
、
居
合
外
物
之
次
第

五

巻
子
本

「
外
物
次
第
五
」
は
授
一
一
一
本
と
平
向
上
掻

位
之
務
」
か
ら
或
っ
て
い
る
が
、
先
の
部
分
が

い
か
欠
損
し
、
二
本
白
か
ら
残
存
し
て
い
た
。

(
欠
損
)

切
先
廻
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高
上
極
位
之
巻

O 

関
批
兵
術
者
吉
己
黙
焦
而

無
進
莫
退
左
右
又
如
斯
唯
是

逢
源
至
鰐
刃
上
走
水
凌
上
於
生

生
空
古
人
公
世
間
空
空
無
悌

性
向
工
之
真
按
之
布
之
兵
挺
是
也

千
金
糞
鐸
可
秘
々
々

書生

授

人

J 一、 ノヂh ‘ 
、~ ， 

部
、
居
合
謡
歌
之
巻

一J-

/¥  

先
の
蔀
分
が
少
し
訪
れ
て
い
る
。
右
の
「
徳
」

げ
い
三
郎
判
し
か
あ
る
。
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108 

秘
歌
之
大
事

④ 

千
八
と口
1111 

の木
やli'~ 革
まぶ薬
ひと
に聞
とーし
しーか
らと
て
詮
な
し

平
な
く
麗
は
あ
ら
し
お
も
く
な
く

戦
き
事
を
ハ

そ
い
ふ

居
合
と
ハ
人
民
切
ら
れ
す
人
切
ら
す

た
斗
請
留
て
た
い
ら
か

本
乃
我
に

の
大
事
也

ふ長唯人
と一拳 iと
く乃さ
も fこ孟か
ふてどふ
ととハ
く開非
なも方
きのな
ハをり
ひけ
かち

と

@ 

つ
よ
み
に
て
行
あ
た
る
を
ハ
下
手
と
い
ふ

ま
り
と
棋
を
上
手
と
そ
い
ふ

⑦ 

ハ
押
詰
ひ
し
と

万
ぬ
く
れ
ハ

て
つ
か
る
斗

を

後
よ
り
た
ま
ず
に
手
こ
そ
な
か
ち
け
り

こ
ゑ
乃
設
と

い
ふ
ら
ん

@ 

設校
は

;ζ 

て
勝
を
と
る
J¥ 

き
な
か
万

短
き
か
た
な
利
ハ
う
す
き
な
り

⑩ 

世
中
江
我
よ
れ
ソ
外
の
も
の
な
し
と

思
ふ
ハ
池
乃
駐
な
り
け
り

也
)

下
手

そ

の
上
の
か
さ
り
物

/
¥
も
そ
し
り
は

⑬ 

抜
ハ
切
る
ぬ
か
ね
ハ
、
帯
さ
れ
よ
こ
の
刀

た
斗
き
る
事
記

そ
あ
れ

誇
草
を
か
き
わ
け
ミ
れ
は
底
の
丹

ハ
い
か
て
し
ら
れ
ん

ハ
心
に
か
っ
か
居
合
な
り

人

か
;ζ 
援

をへ
立主ふ
イ)~ノ、

斗非
い方
かな
るち
とけ
もり

人
i乙

心
に
か
た
な
こ
ふ
し
は
な
す
な

4易

二ひ
人(し
に抜三と
ハ A ぬ~つ
勝にく
れ二切丁
きると
りハ留
け我る
りじをハ
忍たかz
刀わいご
て二す
る

⑫ 

銅
に
恐
れ
て
手
ハ
出
き
り
け
り
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⑮ 

居
合
と
は
よ
は
み
斗
て
勝
も
の
を

4多

見
ょ
や
ミ ~i， よ

て
勝

り
け
り

世
は
ひ
ろ
し
折
に
寄
て

わ
れ
知
る
斗
よ
し
と
お
も
ふ
な

容

白
(
刃
〉
に
む
か
ふ
七
つ
を
た
の
ミ
に
て

ひ
た
り
右
ち
を
な
に
と
院
か
ん

〕
ん
た
い

つ
ミ
ヘ

K
け
り

る

い
た
ら
ぬ
に
免
好
を
す
る
入
は

居
合
乃
恥
を
我
と
か
く
な
り

@ 

寒
夜
に
て
霜
を
聞
へ
き
心
こ
そ

敵
に
逢
て
の
勝
を
取
へ
し

執
心
の
あ
ら
ん
人
に
ハ
っ
た
ふ
へ
し

る

と

引
も
ま
よ
か
、
ふ
る
も
鵠
と
ハ

ら

抜
か
ぬ
に
切
は
葬
方
な
れ
ソ
け
hノ

⑮ 

切
結
ふ
太
刀
ま
て
も
7こめ
の〕は

もら
しす
きハ
か
な

巻
子
本

26 

志
の
「
袖
」
に
「
印
判
」
が
あ
る
。
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開
居
合
者
奥
議
従
株
之
明
神

始
的
措
裁
断
修
行
世
殺
人
刀
活

人
錆
蔀
在
掌
握
中
脇
指
九
寸

五
分
者
九
品
薄
葉
創
出
離
憂

極
此
岩
ム
ロ
恐
於
粟
散
謹
土
之

堺
不
審
之
議
不
可
脊
之
唯
霊
夢

依
所
也
尋
此
殻
或
時
奥
州
林
崎

是
事
前
生
之
業
感
也
生
死
一
一
幹
詰

吾
戦
場
中
便
大
舜
光
土
也
知
禁

百
ケ

汝
以
此
太
刀
常
胸
中
憶
持
得

勝
怨
敵
一
五
々
期
如
霊
夢
成
得

千
金
賜
以

大
利
接
万
以
三
尺
三
寸
勝
九
寸
五
分

一
時
侍
附
之
兵
利
心
懸
者
書
一
夜

表
六
寸
語
勝
之
妙
不
思
儀
之

患
之
祈
神
明
之
息
得
利
正
見

題

心
済
身
耳

，心

エ
身
制
約

銅
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珊
瑚
枝
々

i lil 
j己
林
之

明
神
夢
想
待
之
夫
兵
法

此
印
刷
合
来
世
相
態
之
太
刀

手
近
之
勝
負
一

有
無
樋
此
居
合
恐
於
粟

散
盛
土
之
堺
不
審
之
儀

依
所
患
噂
此
始
或
時
輿
剤

H

何
時
甚
介
謂
者
依
兵
法
之

望
林
之
明
神
百
ケ
日
参

構
隣
夢
中
告
云
汝
以

U
、
居
合
極
位
招
待
之
巻

111 

巻
子
本

此
太
刀
常
胸
中
接
持

軸
が
な
く
、
巻
き
紙
の
種
式
、
日
付
・
朱

印
・
花
押
は
な
い
が
、
お
の
袖
に
「
時
制
刊
い

が
あ
る
。

得
勝
懇
敵
云
々

或
得
大
利
諜
刀
以
三
叉
三
寸

勝
九
寸
五
分
表
六
す
而
勝
之
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匡員

112 

人
之
相
侍
・
也
棲
万
一

尺

持
邑
此
居
合
千
金
賜
以

'L' 

一
宝
也
王
法
是

侍
附
之
兵
利
心
懸
者

銅
禅
門
有
十
八
種

同
壮
一
夜
間
U

之
摂
神
明
之

種
銅

患
得
利
正
見
依
心
済

身
耳

納
僧
載
顕
移
行
也
殺
人

万
活
人
鰐
蔀
在
掌
擬
中

畢
寛
黙
然
良
久
一
以

接
指
九
寸
五
分
九
品
蓮
葉

期
瑚
枝
々
一
揮
着
月

制
出
離
憂
苦
海
中

生
死
魔
翠
埠
倒
釈
道

。
天
真
正

謹
也
是
出

林
明
神

曹
潟
五
位
之
経
訳
敵
味
方

感
也
生
死
一

場
中
便
大
舜
光
土
也

部
此
観
事
現
世

林
i時

甚
助
重
信

田
宮
平
兵
密
照
常

宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
世
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日
高
之
助
殿

錦
、
居
合
向
之
次
第

軸
が
な
く
務
き
紙
の
縁
式
。
「
袖
〕
に
一
印

判
…
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
先
の
部
分
い
か

欠
損
し
て
い
る
の
で
昆
え
な
い
。
人
物
画
に
よ

り
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
が
、
前
日
叫
に
紹
介

し
た
の
で
省
略
す
る
。

極
位
制
始
箭
唯
授

人

目
録

向
次
第

113 

防
身

胸
万

頭
t 
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加
、
居
合
右
之
次
第

114 

FiJ 

右
の
「
捨
L
K
「
印
判
」
が
あ
る
。

人

突

入

技

土
ロ
コ
コ
日

手
取
抜

柄

取

臥

足科

お
、
居
合
左
身
之
次
第

，!，IJ 左
身
次
第

関

抜

右
の
「
袖
」
げ
い
「
印
判
」
が
あ
る
。

人
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左

足

泊
、
居
合
外
物
之
次
第先

の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。

四

巻
子
本

鞭

士
口
ニ
コ
ロ

肢
去
抜

向

足

林
崎
新
夢
想
流
居
合

極
位
秘
術
唯
授
一
人

目
録

外
物
次
第

取

j童

寄

足

寄

身

懸
鯖
艇

逆

手

胸

万

逆
頭
上

115 
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泣
、
居
合
外
物
之
次
第

i U 1 
5E 
賠

極
位
務
術
唯
授

目
録

外
物
次
第

上

切
先
題

二方一一日間
真
上
極
位
之
巻

柳
此
丘
ハ
術
者
自
己
黙
然
而
蕪

進
莫
退
在
布
又
如
斯
唯
是
逢

源
到
鰐
刃
上
走
氷
陵
上
於
生

死
山
陣
頭
得
大
自
在
向
六
道
四

生
空
百
人
一
五
世
間
空
々
無
罪
性

五

々
真
披
之
容
之
兵
務
是
也

右
の
「
捨
」
に
ぺ
印
判
」
が
あ
る
。

千
金
莫
簿
可
制
給
一
五
々

人

ー

人

ふ諸民註郡酬岬晶、a

'; 
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千
金
位O 

つ
山
叫
出
1

1

戸よ露首重信一一一一一一一}

117 

33 

最
後
の
伝
系
の
部
分
が
欠
損
し
、
あ
て
名
も

不
詳
で
あ
る
が
、
印
判
か
ら
み
て
浅
利
万
之
助

均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
と
思
わ
れ
る
。

enυ
戸
川
匂

i
;
 

員事

揮
監
合
者
奥
州
従
林
之

明
神
夢
想
時
之
夫
兵
法

者
と
吉
中
古
難
有
数
多

此
岩
合
末
世
相
艦
船
之
太
刀

手
近
之
勝
負
一

成
時
輿
議
林
崎
甚
助
調
者

依
兵
法
之
事
一
林
明
神
百
ケ
日

参
護
溝
襲
夢
中
告
云
汝

以
此
太
万
常
掠
中
憶
持
得
勝

恕
毅
一
五
々
期
担
霊
夢
成
得
大
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一
寸
勝
九
寸

118 

五
分
表
六
寸
而
勝
之
妙
一
小

「
科
支
尊
天
之
護
身
符
也

思
犠
之
麗
位

人
之
相

鴎

此
岩
合
千
金
賜
以
不
景
但

尺

於
質
雷
之
入
可
惇
附
之
兵
利

孝
之
三
心
三
身
刻

心
懸
者

剣
禅
門
脊
十

明
之
息
得
利
正
見
依
心
済

八
機
額
六
種
籾
ト

設
断
修
行
世
殺
人
刀
活
人

鰐
蔀
在
掌
握
中
接
指
九

理
競
技
々

出
離
菱
苦
海
中
生
死
魔

軍
追
倒
韓
道
九
曜
五
百

洞
五
泣
之
秘
訳
敵
味
方

成
事
是
本
前
生
之
業

34 

弊
市
百
戦
場

前
半
の
欠
損
が
大
き
い
い
か
内
容
は
「
左
芽
次

第
L

で
あ
る
。

中
便
大
舜
光
士
忠
如
此
観

巻
子
本
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鞭技
去
設

向

足

119 

語
、
居
合
外
物
之
次
第

全
体
の
ほ
ほ
の
一
が
欠
損
し
て
い
る
が

内
努
は
「
外
物
次
第
い
で
あ
る
。

高
上
極
金
之
巻

抑
比
兵
衛
者
良
己
黙
然
百
タ

空
々
無
勢
詮
空
空
真
油
田

按
之
右
之
兵
衛
是
也

千
金
莫
簿
可
制
姶
々
々

唯
授
一
人

五
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千
金
位O 

，v噌"""" ~少、也、
γ 、出7 ， 

藤
田
八
路
在
衛
門

一
月
吉
日

(
花
搾
)

成
田
左
次
兵
撒
毅

36 

十‘

巻
子
本

用
次
第
」

軸
は
な
い
が
模
様
の
入
っ
た
巻
物
用
の
料
紙

ぞ
使
用
し
て
い
る
。
人
物
語
は
な
く
、
太
万
を

国
示
し
て
太
刀
さ
ば
き
ぞ
表
わ
し
て
い
る
。

(
省
略
)

林
崎
新
夢
館
流

居
合
極
位
秘
街

唯
授

人
目
議

十
二
用
次
第

第第

四五-'-
/¥  
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第第第第
十

第
十

林
明
神 七八九問十

津
軽
玄
番
殿

林
崎

田
宮
平
丘
ハ
禽
照
常

長
野
無
楽
斎
樺
露

37 

「
五
ケ
次
第
」

巻
子
本

人
物
語
を
も
っ
て
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
o

r

省
略
)

居
合
極
位
秘
街

噌
授
一
人
目
認

五
ケ
次
第

懸

身貧11

左

実リ

啓

抜

林
明
神

林
崎

田
宮
平
丘
(
毒
照
意

長
野
無
楽
斎
撞
露
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38 

林
崎
新
夢
鰐
流

秘
街
噌
援

切
刃
次
第

第第第

人
物
嗣
や
も
っ
て
形
の
一
部
そ
示
し
て
い
る
。

審
略
〉

人

第

四

第

五
ωωふω持

/¥  F七

天
真
正

林
勢
神

39 

「
ム
川
口

津
軽
玄
番
殿

林
o母

甚
助
重
信

旧
宮
平
兵
第
照
宮

長
野
無
楽
斎
機
露

谷
宇
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
産
倒
的巻

子
本

人
物
語
会
も
っ
て
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
。

(
省
略
)
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林
崎
新
夢
想
流

居
合
極
位
秘
術

唯
授
一
人
目
録

「
外
物
次
第
」

40 

巻
子
本

合
口
次
第

人
物
画
を
も
っ
て
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
。

(
省
略
)

ヨ季
五五耳

入

洞

入

林
崎
新
夢
想
流

逢
無
抜

居
合
極
位
秘
術

押

入

唯
授
一
人
目
録

手
離
入
抜

外
物
次
第

取

違

寄

足

懸
鯖
艇

123 

林
明
神

逆

手

胸

万

逆
頭
上

天
真
正
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41 

「
外
物
次
第
」

林
埼

田
宮
平
兵
観
照
常

長
野
無
楽
斎
棲
露

宮
左
太
夫
照
信

谷
宇
左
窮
門
拳
正巻

子
本

人
物
画
を
も
っ
て
形
の
一
部
を
示
し
て
い
る
。

(
省
略
)

林
崎
新
夢
懇
流

居
合
極
位
秘
術

人
目
録

外
物
次
第

工員

上

切
先
廼

糸
車
切
留

柄

取刀

大ゆ

麗嵐

日
付
抜輸

四
方
詰

向
大
協
指

同
大
脇
指

左
右
大
脇
指

向
立
合
大
脇
指

同下

刀
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三会 ② QC 42 

居合と 早く 千八

ハ人 かる 遅なく のと 草薬品木と 歌大秘、

にきハや 支
き事あま
らをちひ関
れはしにし
すあ重とか
人しくしと
ききなら

すらとくて

そい 詮な

ふし

⑭⑮⑩⑥⑤④  

抜下世せ つ鍔本
は手r:tま よハの
切こに ミ只己
るかそお我み iζ 替 かハま l乙ふ拳入れた
ぬヘハもよしてのまた押りてと乃にに斗

か ふりか 取勝を すな詰と行 も たさ
ね / も タト ;ζ ぬひ梯あ てか
は 地の 手くしをたふとふ め
き のも へ これと上ると関ハ‘て
れそ の き そハ出手をくも 非方也 7こ
よし な ないなやすと lまなの い
lt七ち し かふかか刀そ下きを ら

万は と 刀ち けれり て い手ハ け か
ん Z ふとひ ち に
る云か 勝
~ 

と
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⑬ 

た
LA

縄
を
か
き
わ
け
ミ
れ
は
寵
の
月

ひ
た
り
ミ
き
り
を
例
と
訪
ん

つ
み
え
託
け
れ
ソ

m 

、-

豆
足
立
有
と
ハ
い
か
て
し
ら
れ
ん

居
合
と
ハ
心
に
静
か
居
合
な
り

容

し
ま
る

至
ら
ぬ
に
免
好
を
す
る
人
は

人
iと

つふ
斗九ノ、

居
合
の
恥
を
我
と
か
く
生

へ
き
か
こ
そ

け
り

人
い
か

心
に
刀
こ
ふ
し
は
な
す
な

⑮ 

ひ
し
と
つ
く
す
と
と
む
る
ハ
居
合
虫

執
心
乃
あ
ら
ん
人

K
ハ
っ
た
ふ
へ
し

て

J¥ 

し

抜
ぬ
に
き
れ
は
我
を
か
い
す
る

人
に
ハ
勝
れ
さ
ち
け
り
忍
刀
て

穆

位
残
す
な
大
事
な
る
こ
と

引
も
間
よ
か
斗
る
も
ま
と
ハ
知
な
か
ら

剣
iと

ミ
斗
て
勝
も
の
を

ぬ
か
ぬ
に
切
ハ
非
方
也
け
り

か
ハ
ち
す
は

ハ
て
き
り
け
り

つ
よ
ミ
て
勝
ハ
非
方
也
け
り

か
た
れ
ぬ

⑩ 

見
ょ
や
ミ
よ
浮
世
を
渡
る
漬
淵

魚
と
水
と
の
荷
火
乃
影

天
真
正

ノ、

し
と
思
ふ
な

そ
か
ハ
る
ら
ん

持
明
地
伴

@ 

白
(
刃
〉
に
む
か
ふ
七
ツ
を
頼
、
之
江
て

林
崎
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長
野
無
楽
斎
樺
一
蹴

宮
左
太
夫
照
信

谷
小
左
衛
門
季
正

常
井
喜
兵
衛
誼
制
約

津
軽
玄
番
殿

解
脱ー

、
天
真
正
に
つ
い
て
。

「
林
崎
新
夢
想
流
」

林
明
神
」
の
二
者
を
並
べ
て
列
挙

の
奥
警
に
は
、
先
ず
上
段
に
「
天
真
正
」

し
、
次
に
そ
の
左
下
段
に
実
在
し
た
涜
議
長
承
者
の

の
氏
名
を
書
い
て
い

最
後
の
告
の
や
や
上
段

る
。
伝
書
誌
お
け
る
右
の
よ

の
記
載
形
式
は
、

の
有
無
も
時
に
は
関
採
す
る
が
、
ど
の
流
議
も
ほ
ぼ
同
乙

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
解
説
で
述
べ
よ
う
と
す
る
「
林
崎
新
夢
想
涜
」
の

と
「
林
明
神

K
一
該
当
す
る
箇
所
K
は
、
能
の

流
議
、
例
え
ば
寺
山
家
の
所
蔵
す
る
伝
書
石
田
田
流
太
刀
い

「
砂
盟
国
流
棒
」
で
は
「
鵜
戸
大
権
現
」

て
い
る
し
、

院
十
文
字
鑓
」
で
は

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
方
合
み
る
と
、
こ
の
箇
所
K
は
例
れ
も
そ
の
流
儀
の

一
瓦
複
名
か
、
あ
る
い
は
そ
の
元
祖
に
秘
議
〈
流
儀
の
特
費
者
一
取
す
術
技
)
開
患
の
契
機
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
武
神
(
持

127 

社
名
〉
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
て
、

「
林
崎
新
夢
想
流
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
天
真
正
」
と
「
株
明
神
」
と
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
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て
み
た
い
。
た
だ
し
「
林
明
神
」
立
つ
い
て
は
、
こ
の
流
議

-
林
崎
甚
助
重
信
が
林
崎

128 

て
居
合
秘
禽
の

に
契
機
を
与
え
た
と
い
う
、
そ
の
「
林
崎
明
神
」
を
意
味

明
神
(

す
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
田
既
に
述
べ
た
の
で
省
略
し
、
こ
こ
で
は

し
て
つ
天
真
正
」

立
至
っ
た
経
緯
合

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

① 

飯:
篠
山一
城
守

「
林
崎
新
事
想
涜
」
よ
り
も
高
く
、

い
わ
ば
日
本
武
僚
の
依
書
記
最
初
K

を
輿
書
記
掲
げ

〈
後
民
伊
賀
守
)

)
を
祖
と
す
る
「
天
真
正
志
香
取
神
道
統
」
で
あ
る
。
略
し
て

コ
鴇
敢
神
道

天
真
正
佳
神
道
流
」

流

と
容
し
て
い
た
。

と
も
一
五
っ
て
い
る
が
、
視
を
同
じ
く
し
な
が
ら
塚
原
ト
伝
高
幹
は

ま
た
、
同
じ
飯
篠
離
系
で
も
「
新
当
流
い
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
流
議
の
系
統
K
蟻
ず
る
各
派

は
、
同
れ
も
先
ず

て
い
る
c

こ
の
こ
と
は
「
林
崎
新

そ
れ
か

た
伝
識
者

夢
紹
流
」
の
い
肱
書
の
奥
書
托

を
掲
、
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
知
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
注
目
し
て
お
く
必

繋
が
あ
る
。

② 

右
の

も
な
い
呼
称
が
仰
を

が
掲
げ
る

と
い
う
、
実
視
す
る
人
物
名
で
も
な
く
、
ま
た
武
神
、

の
か
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
解
の
た
め
に

と
し1

で
は
な
く
、

表
現
し
た
神
道
流
第
七
代
飯
篠
大
炊
頭
盛
繁
の
著

の
一
節

を
次
に
挙
げ
て
参
考
に
し
た
い
。

(

ゆ

拙

品

}

(

』

世

一

「
飯
篠
長
威
、
奥
山
岳
患
兵
法
i
経
街
伝
。
の
レ
元
二
-
実
法
、
於
当
社
之
御
神
前
べ

日

、

天

正

、

我

胸

秘

。

汝

深

々

感

参
寵

一
点
詣
。
黙

点
以
一
一
揖
神
秘
術
¥

の
兵
法
務
術
な
伝
う
。
実
法
無
き
誌
の
て
、
当
社
の
御

六
九
)
五
月
五
日
、

授
一
一
与
譲
長
威
去
。
謹
而
都
子
散
当
流
弘
己
(
飯
謀
長
威
、
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百
自
を
了
h

リ
て
実
の
一
点
に
詣
ず
。
然
る
に
日
く
、
天
真
正
は
我
が
掬
の
剣
術
の
秘
な

(寅一

一
年
五
月
五
日
、
同
の
一
点
に
御
神
の
秘
術
を
以
て
、
彼

り

授
与
す
。

て
蕗
か
に
世
民
主
流
を
弘
む
。
)
(

右
の
文
面
の
「
出
社
の
御
神
前
」
の

で
あ
る
ひ
も
と
も
と
鼓
築
家
直
は
「
下
総
由
香
取
郡

飯
穣
村

27の
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
飯
笹
)
の
人
で
あ
ち
、
後
に
同
州
山
崎
付
〈
千
葉
黒
佐
原
市
了
字
宇
山
崎
。

と
い
う
の
誌

の
北

東
隣
)
に
移
っ
た

)
と
云
わ
れ
る
。
祭
神
を
経
津
主
持
(
ふ
つ
ぬ
し
の
か
み
)
と
す
る
番
取
神
宮
は
、

島
神
宮
と
と
も
に
武
神
と
し
て
尊
崇
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
飯
接
家
臨
が
武
十
一
以
の
心
技
開
醸
の
た
め
に
参
寵
摂
騒
に

っ
た
こ
と
は

容
易
に
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ

探
い
境
地
に
達
し
術
技
に

の
結
果
、
香
取
の
神
の
啓
示
に
よ
っ

開
眼
し
た

そ
れ
で
は
、
奥
書
の
そ
の
箆
所
に
「

と
書
か
ず
に

と
し
た
の
で
為
ろ
う
か
。

③ 

思
う
氏
、
悲
寵
析
額
は
心
身
を
統

し
、
激
烈
な
鍛
錬
K
集
中
す
る
こ
と

る
。
そ
の
た
め
、
新
顕
に
よ
っ

ち
深
い
境
地
民
連
し
術
技
に
開
眼
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
試
終
始
自
分
自
身
の
苦
や
と

の
結
果
托
よ
る
も
の
と
云
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
飯
横
家
直
は
そ
れ
を
己
れ
の
力
誌
の
み
よ
る
の
で
は
な
く
、
香
取
の
神
の
力
添
え
に
よ

き
た
術
技
と
解
し
た
と
思
わ
れ
る
。

で
も
な
お
か
つ

天
真
正
」
と
し
た
の
は
、
香
取
の

訴
を
開
設
の
直
接
の
契
機
と
信
じ
な
が
ち
、

/
や
お
し
で
y
J

す

の
持
か
ら
鹿
島
の
神
、
八
百
万
の
神
と
広
大
無
辺
の
神
々

t'¥ 

し
か

129 

も
そ
れ
ら
の
神
々
と
一
体
化
し
た
自
分
を
信
じ
、
そ
の
様
相
を
表
現
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か

る
O 

「
天
真
正
い
は
、

体
化
し
た
己
れ
畠
身
の
様
相
を
示
し
て
い

ま
さ
に
持
々
と

る。
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④ 

「
天
真
」
の
語
は
、
漢
和
辞
典
や
梯
教
語
辞
典
な
ど
に
よ
れ
ば
「
作
為
や
造
作
を
加
え
な
い

の
ま
変
で
あ
る
こ
と

し
て
い
る
c

「
本
来
の
ま
ま
」
で
あ
る
こ
と
は
、
宗
教
的
に
は
持
勢
と
自
分
の
一
体
化
、

と

み
で
な
く
、
抱
の
武
芸
者
が
つ
夫
真
」

の
境
地
に
至
る
経
韓
を
も
う
一
関
次
に
示
し
て
お
き
た
い
。

」
れ
は
、

二
刀
流
組
太
万
最
後
の
名
人
と
一
五
わ
れ

の

議

(

刀
流
天
真
伝
兵
法
〉
」
(

の
境
地
に

節
で
あ
る
。

ス
ノレ

事;メ
夙アン
夜キト
僻ぞス
ノレ 1レ

事者τ
ナ数ニ

グ次

シ、

ハ
数
日
断
食
本
浴
シ
テ

ノ

ノ

、歪
ニ ノレ

ス
ル

ヲ
得
タ
リ
」
(

一
郎
編
『
武
道
の
名
著
』

J

コ
ピ
;
出
版
部
、
二
ハ
二
頁
、
一
九
七
九
」

ま主

ノレ

ト
シ
テ

メ

ノ
妙
、

ノ

次
に
飯
穣
山
城
守
家
直
を
祖
と
す
る
ぺ
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
」

民
掲
げ
ら
れ
る
「
天
真
正
」
が
、

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
関
わ
り
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
神
道
流
」
と
「
林

な
ぜ
「
林
崎
新
夢
想

る
O 

刀

lと

終或

一瀧
旦小本
書谷ろノ
然之法

時
新
夢
想
流
」
の
祖
林
崎
甚
助
重
信
と
の
関
係
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
為
る
が
、
再
考
の
関
孫
を
証
す
る
に
足
る
充
分
な
資
料

が
な
い
。
も
と
も
と
飯
榛
家
直
(
長
威
斎
)
も
林
崎
甚
助
も
、

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
林
崎
甚
助
に
つ
い
て

そ
の
履
壁
に
は
諸
説
が
あ
ち
、
必
ら
ず
し
も
明
確
な
定
説
が
あ
る
と

類
を
惑
得
、
慶
長
三
年
、
武
州
一
の
宮
に
来
て
一
宮
左
太
夫
に
教
え
、

〆{、、

ノ、

二
説
に
は
、
最
上
家
に
つ
か
え
、
飯
篠
長
威
斎
の
神
道
流
を
学
び
、
二
十
五
歳
の
と
き
嶺
関
の
林
崎
明
神
に
参
寵
し
て
、

輿
州
民
出
発
、
以
後
消
息
不

アC
和
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明
と
も
」

云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
典
が
明
ら
か
で
な
い
が
、

林
崎
新
夢
懇
流
」

の
よ
う
に
林
崎
甚
助
は
鍍
篠
家
直
記
師
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
d

証
す
る
意
味
を
も
つ
の
か
も
知
れ
な
い
っ

〕
の
「
抽
」
日
捺
印
さ
れ
印
特
の
あ
る
伝
書

2
、
櫓
印
判
記
つ
い
て
門

本
文

に
掲
、
げ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
右

の
余
白
を
「
檎
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

が
数
点
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

本
資
料
の
浅
利
伊
兵
衛
均
誌
よ
り
八
一
反
田
宇
省
密
門
あ
て

欠
損
し
て
い
る
加
、

目
、
討
の
伝
書
記
も
こ
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

れ
る
む
同
己
犠
に
浅
利
万
之
助
均
鶴
岡
よ
れ
ソ
西
館
縫
之
助
あ
て
の
伝
書
泊
、

ー
'
3
Q
U

、

t
v
-
d
r
e
o
'
U
 

泣
に
も
こ
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

浅
利
伊
兵
籍
均
禄
が
授
与
し

に
並
ん
で

の
「
袖
印
判
」

の
印
文
は
「
均
禄
」

〈
陰
刻
)
で
伊
兵
禽
の
実
名
で
あ
る
。

の
「
袖
印
判
」
も
、
お
と
同
じ
様
K
上
の
方
は
閉
じ
印
章
を
度
用
し
た
「
浅
利
」
の
印
文
で

浅
山
村
万
之
助
均
費
が
授
与
し

あ
ち
、
下
の
方
は
印
文
「
均
費
一
で
、
万
之
助
の
実
名
で
為
る
。

23 

器
、
却
に
こ
の
「
袷
印
判
い
が
あ
り
、
先
の
部
分
が

日
高
之
劫
あ
て
の
訂
の
伝
書

κも
「
袖
印
判

が
見
ら

30 

認
、
お
誌
も
「
袖
印
判
」
が
あ
り
、
先
の
-
欠
損
し
て

一
つ
為
り
、
上
の
印
文
は
「
浅
利
」

(
陽
刻
〉
、
下
の
方

(
陽
刻
〉
と

写
楽
小
〈
山
車
京

寺
山
家
記
現
荘
も
保
脊
さ
れ
て
い
る
。

(
陰
刻
)

百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
慎
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
碍
字
は
相
当
K
擦
れ
ソ
減
っ
て
い
る
。

「
浅
利
」
の
印
章
は
当
時
か
ら
一

3
、
樋
口
高
之
助
に
つ
い
て
。

資
料
幻
は

日
高
之
鳴
い
あ
て
に
浅
利
伊
兵
衛
均
誌
が
授
与
し

で
あ
る
。
こ
の

日
高
之

は
樋
口
鑑
門
の
二
男
と
誰
察
さ
れ
る
。
後
記
浅
利
伊
兵
衛
の
養
子
と
な
れ
ソ
、
浅
利
高
之
助
均
費
と
名
乗
っ
た
。
ま
た
「

131 

太
刀
い

「
林
崎
新
夢
想
流

」
を
継
承
し
、
門
弟
の
育
成
に
当
っ
た
人
物
で
あ
る
。
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養
子
の
件
記
つ
い
て
は
づ
高
照
宮
御
遺
鑑
・

る
O 

に
次
の

b"，. 

132 

浅
利
研
兵
禽
均
禄
、
享
保
一
一
一
戊
戊
年
(
一
七
一
八
)
十
月
廿
五
日
命
日
、
法
号
ハ
無
庵
樹
生
居
士
、
曹
洞
宗
弘
語
大
平
山
長
勝
寺

口
一
衛
門
一

浅
科
万
之
介
、
太
刀
・
鑓
・
麗
合
許
迄
極
め
、
道
場
を

を
張
、

〈
以
下
略
〉

右
の
文
に
も
資
料
訂
の
伝
書
に
も
年
記
が
な
く
、
万
之
助
が
養
子
と
な
っ
て
家
替
を
継
い
だ
時
期
は
不
詳
で
あ
る
。

な
る
前
記
浅
利
伊
兵
籍
の
門
弟
で
あ
り
、

「
林
崎
新
夢
想
流
」
の
許
状
を
得
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

4
、
千
金
位
に
つ
い
て
。

w
f盟
、
吋
市
1
4号
、

辺住
F
t
干
ワ
ω

認
、
誌
は
「
題
合
外
物
之
次
第
・

と
い
う
伝
書
で
あ
る
が
、
そ
の
「
古
向
上
極
位
之
巻
一
に

(
既
出
〉
の
「
居
合

て
い
る
。

吋
高
照
宮
御
遺
鑑
・

の

は

秘
妙
」
の
項
記
次
の

節
が
あ
り
参
考
と
な
る
。

岩
合
諸
涜
有
る
と
い
へ
共
、
林
崎
新
夢
想
流
な
ど
は
中
興
の
名
誉
、
其
の
教
数
流
に
勝
る
べ
し
。
蛇
の
涜
に
て
許
を
千
金
の
位

印
可
を
千
機
の
伎
と
一
一
一
口
ふ
。

で
ハ

て
勝
負
を
極
る
。
世
間
幹
の
教
の
場
、
理
の
形
謀
、
少
し
悪
く
ハ
武
襲
に
不
被
入
の
非
に
落
事
難
有
也
。

印
可

場
也
。
武
術
の

lζ 
し

々

勝
負
こ
h

与
に
お
い
て
極
鉢
と
す
。
以
て
名
人
民

と

が
た
し
。
世
上
林

て
ハ
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い
へ
ど
も
錫
禽
全
勝
の
極
秘
を
行
ふ
に
至
る
に
依
て
、
武
義
の
外
に
成
る
べ
き
難
尽
と
一
一
一
口
ふ
ベ
し
む

合
の
上
手
と
云
ふ
共
誌
の
姑
は
不
知
事
な
れ
ノ
。
然
れ
ば
武
撃
に
不
被
入
も
其
の
理
あ
ち
c

千
機
の
位
を
待
て
自
在
有
る
も
の

な
お
、
寺
山
家
所
蔵
ず
る
「
林
崎
新
夢
想
流
い
の
長
室
田
の
中
で
「
千
機
の
位
」
を
示
す
伝
警
が

た
資
料
路
「
屠
合
印
可
高
上
極
位
之
巻
」
で
、

乙
本
(
一
七

点
あ
る
。
そ
れ
は
前
回
紹
介
し

日
」
浅
利
伊
兵
衛
均
稜
あ
て
の
伝
書
で
あ
る
。

5
、
意
軽
玄
蕃
政
朝
と
「
林
構
新
夢
想
流
」
農
舎

津
軽
玄
蕃

七

O
五
〉
宝
永
一

は
、
弘
前
第
一
一
一
代
藩
主
津
軽
信
義
の
第
四
子
、

一
六
四
八
i

代
務
主
信
設
の
弟
で
あ
る
。
父
宮
義
の
弟
津
軽
百
劫
詰
珪
の
養
子
と
な

家
替
相
続
〈
一

に
玄
蕃
と
改
名
、
書
院
大
番
頭
、
域
代
官
歴
任
し
、
寛
文
八
年
間

O
O五
加
増
さ
れ

て
万
治
二
年
〈
一

寛
文
五
年
(
一

な
る
と
い

つ
て
の
高
級
武
士
で
為
る
。

文
武
に
壊
れ
て
い
た
が
、
武
芸
に
お
い
て
は
特
に
馬
街
、
柔
術
に
秀
で
、
観
縄
流
馬
術
、
本
覚
克
己
流
柔
術

わ
っ
て
い
る
。つ

い
て
は
、

林
崎
新
夢
想
流
」
の
津
軽
弘
前
繕
の
祖
常
井
喜
兵
禽
直
則
の
第
一
の

に
足
る
資
料
が
な
か
っ
た
が
、
本

な
い
が
、

一
一
六
長
)
た
だ
、

の
第

の
門
人
と
云
わ
れ
で
も
、
こ

資
料
の
お
か
ら
認
ま
で
の
伝
書
七
点

一
応
納
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
c

そ
し
て
こ
れ
ら
の
い
私
書
K

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
先
K
伝
授
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

133 

浅
剥
伊
兵
禽
が
棟
方
嘉
兵
密
よ
り
伝
書
の
授
与
の
あ

七
一
五
)

r
-
1
'
』

O

勺

B
L
・d
l

八
月
五
日
の
何
れ
か
で
あ
る
。

〈
浅
利
伊
兵
禽
)
均
禄
夢
想
岩
合
極
意
之
巻
」

い
た
の
が
延
宝
八
年
〈

日
か
享
探
一
克
年
〈

六
八

O
)
九
月
十

，む

た
の
は
、

わ
ち
第
四

一
六

か
か
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日

の
生
存
期
間
を
考
え
る
と
、
津
軽
玄
蕃
へ

)
で
あ
る
が
、
先
の
伝
書
の
授
与
の
期
日
と
、

134 

与
が
竿
か

た
と
思
わ
れ
る
。

常
井
喜
兵
衛
と
津
軽
玄
蕃
と
言
合
会
}
通
し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

H

地

主

(

伎

或
時
津
軽
致
朝
得
域
進
出
の
閥
、
渠
常
井
剥
離
も
当
番
下
り
杯
に
も
や
、
政
較
に
偏
向
同
道
中
た
る
記
、
抵
抗
し
も
四
月
の
頃
に
も

や
、
下
乗
轄
に
行
懸
り
し
に
、
例
之
燕
共
飛
か
ふ
て
比
羅
?
々
瞬
怠
の
間
な
か
り
し
に
、
政
朝
嘉
兵
揺
に
被
申
書
は
、
樺
の

御
自
分
出
口

は
や
と
い
ふ
託
、

心
得
た

る
に
、
電
光
稲
妻
撃
の
如
く
、
水

も
不
瀦
燕
は

ツ
に
成
て
議
之
上

り
け
る
と
。
其
抜
も
治
も
自
に
た
入
ば

そ
、
流
石
の
政
朝
も
大
に
鷺
惑
脊
、
一
言

も
な
く
黙
し
て
別
れ
給
ひ
し
と
、
政
朝
後
歎
し
て
其
衝
に

尚
又
渠
燕
を
切
ち
お
ほ
せ
た
る
こ

り
と

る
者
と
一
一
言
。
株
に
人
の
奥
意

後
協
せ
ら
れ
し

万
・
々
切
損
た
ら
ん

こ
そ
こ
ツ
な
ら
ん
と
被
申
し
と
也
。

h
ソ
居
合
開
伝
は
仕
給
ふ
き
c

一
》
必
い
七
議

玉
、
賓
蔵
院
十
文
字
鑓

l
、

費

議

院

十

文

字

鑓

許

巻

二

巻

子

本

慶
一
安
四
年
〈
一
六
五
一
)
ニ
月
九
日
、
高
田
平
右
衛
門
正
議
よ
り
麿
牛
兵
九
郎
あ
て
o
y
L

の
流
犠
で
寺
山
出
家
記
残
る
最
も
古
い
資
料
。
能

の
部
分
が
欠
関
し
て
い
る
。

2
、

饗

議

院

十

文

字

鑓

許

春

一

巻

子

本

内
題
「
賓
議
院
琉
名
目
鋸
」

延
費
四
長
(
二
ハ
七
六
)
九
月
十
五
日
、
高
館
犠
兵
補
正
茂
よ
り
法
科
伊
兵
籍
あ
て
。

3
、
賓
蔵
説
十
文
字
鑓
許
巻
ニ
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内
題
「
賓
蔵
院
歌
之
書
」

廷
費
五
日
〈
一
六
七
七
)
七
丹
吉
拐
、
高
間
犠
兵
籍
正
議
よ
り
議
利
伊
兵
衛
あ
て
。

「
費
裁
誕
十
文
字
鑓
許
春
一
…
…
L

巻
子
本

叩
大
和
一
一
恋
仲
川
〈
一
六
八
一
二
八
月
十
五
日
、
官
間
関
儀
兵
議
正
茂
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
の
「
免
状
」

「
費
譲
渡
流
粧
之
欝
L

巻
子
本

一
兆
禄
十
四

r
u
瞬
〈
一
七

O
一
)
十
一
月
吉
日
、
棲
庭
又
右
寄
門
或
美
よ
り
浅
利
伊
兵
毎
あ
て
0

6
、

費

蔵

畏

十

文

字

鑓

印

可

状

巻

子

本

費
永
元
市
中
暦
(
一
七

O
西
)
十
二
月
十
三
日
、
壊
庭
又
右
寄
問
或
美
よ
り
浅
利
伊
兵
葡
あ
て
。

7
、

賓

麗

喪

十

文

字

鑓

許

巻

一

巻

子

本

問
題
「
費
議
院
流
名
語
録
」

浅
科
伊
兵
衛
よ
り
樋
口
弥
一
一
一
部
あ
て
。
日
付
及
び
朱
印
・
花
停
は
な
い
0

8
、

捜

疎

続

十

文

学

鑓

許

啓

一

一

巻

子

本

内
容
は
櫛
肉
離
院
敬
之
欝
。

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
描
口
弥
二
一
部
あ
て
。
日
付
及
び
朱
印
字
花
押
は
な
い
。
前
の
約
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
0

9
、

費

藤

観

漉

紅

之

書

巻

子

本

享
保
二

I

酋
年
(
一
七
一
七
)
八
月
吉
祥
日
記
入
と
あ
る
が
、
記
載
者
、
あ
て
名
は
な
い
。

叩

、

賓

蔵

畏

許

巻

巻

子

本

内
容
「
賓
議
院
流
名
目
録
・
費
議
接
流
歌
番
・
費
蔵
院
流
許
巻
L

延
車
d
m
m
卯
非
(
一
七
四
七
)
、
一
一
台
一
一
之
介
京
明
よ
り
岩
間
千
治
郎
あ
て
。
朱
印
・
花
開
は
江
い
。

「
費
議
院
許
巻
L

巻
子
本

内
響
「
獅
抗
議
院
流
名
目
録
・
費
譲
諜
流
歌
帯
・
繁
蔵
院
流
許
巻
」

饗
韓
関
問
J
吐
〈
一
七
五
四
)
九
丹
言
呂
、
佐
野
吉
郎
兵
衛
正
接
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
。

4 ら11 
あ
と
が
き

135 
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ー
、
賓
蔵
院
十
文
字
鑓
許
巻

巻
子
本

136 

前
半
お
よ
び
上
部
の
破
損
が
大
き
い
。

口尋問 口ま夫=
口里去 白石兵ω
足テ口♀法
不船口雨者
有橋妙…不
理 ゐヲ有動
ー lb)勘何円1明

心17)哉ら)ソ王 (2)

口里闇
師181 而
親無
之得
{専理
{Jj死
之定
疑逢

有
哉(

鳴
子
)

(羽

風

)

写

真

附

な
る
こ
を
は
己
か
は
か
せ
に

心ひ
とき
さ話た
ハ)て
く( 斗

村哲
確ぜ
かみ
な)

そ
め
出
す
人
は
な
け
れ
と

春
く
れ
は

前の部分が欠損している。「賓蔵院十文字鑓許巻二J(1) 写真(5)
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む
き
は

く二み
れb と忌
なり)

ゐ花

(己
)

し
ら
露
ハ
を
の
か
姿
の

もーな
くZみ装き
れセち)ま
な lζ 斗

ゐ置に
のし
玉

非聖烹
秘人
為法
(専'91秘

目
羅1m
不
能
得
d鳥

前獅得
三子鳥
後窓羅
lli!嘆，..¥者
之UI!是
日

目

右
此
一
巻
御
執
心
之
旨

137 

令
相
停
車
柳
他
見
有

間
敷
者
也

5 

「賓蔵院十文字鑓許巻二J(2) 写真(6)
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二
六
五
一一

慶
安
四
年

一
一
月
九
日

唐
牛
兵
九
郎
殿

高
田
平
右
衛
門
尉

正
重
(
花
押
)

江

「賓蔵院十文字鑓許巻二J(3) 高田平右衛門正重の花押がある。写真('7)
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注

ω
吋
夫
兵
法
者
不
動
明
王
ロ
ロ
ロ
ロ
妙
脊
」
虫
中
毒
に
よ
る
不
照
明
の
文
字
は
、
資
料

3
か
ら
指
し
て
「
費
染
援
前
」
の
盟
字
と
患
わ
れ
る
。
従
っ
て

乙
、
は
「
夫
れ
兵
法
は
不
動
明
王
愛
弟
の
按
部
民
妙
脊
り
ん
と
読
む
と
と
が
で
き
る
。

右
の
「
不
動
明
王
・
愛
染
(
明
王
)
い
の
書
き
出
し
は
、
慶
長
ニ
十
年
〈
一
六
一
五
)
ム
ハ
丹
吉
日
、
流
祖
宝
蔵
読
流
胤
栄
の
笠
間
弟
・
中
村
市
有

衛
門
語
放
(
が
高
田
八
兵
衛
(
に
与
え
た
「
宝
蔵
読
流
手
継
審
」
の
書
き
出
し
に
州
似
て
い
る
。
す
な

b
ち
次
の
一
節
で
あ
る
。

「
夫
兵
法
者
表
不
動
愛
染
ニ
明
王
也
。
迷
崩
符
之
則
的
却
耐
受
災
難
、
悟
荷
動
之
制
約
惣
得
欝
利
。
能
一
伝
之
能
可
秘
之
」

〈
夫
れ
兵
者
は
不
動
・
愛
染
ニ
明
支
を
表
す
る
泊
。
迷
ひ
て
之
や
そ
行
ず
れ
ば
則
ち
却
っ
て
災
難
を
受
け
、
悟
っ
て
之
を
勤
む
れ
ば
則
ち
忽
ち

に
勝
利
春
得
る
。
能
く
之
を
伝
ひ
能
く
之
を
秘
す
べ
し
。
)

139 

な
お
今
村
嘉
雄
は
「
手
継
書
」
と
は
「
師
匠
の
最
高
費
格
寺
南
弟
に
継
殺
さ
せ
る
意
味
の
証
書
」
で
あ
り
、
「
経
費
一
人
の
怯
授
状
一
で
あ
る

と
し
、
ま
た
、
乙
の
「
手
袋
欝
い
に
お
け
る
欝
き
出
し
の
「
夫
兵
法
者
表
不
動
愛
勢
一
一
明
王
也
い
と
の
表
現
は
、
他
の
宝
蔵
罷
流
諸
派
の
伝
書
に

は
見
当
ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

お
の
「
手
継
害
い
の
書
き
指
し
と
、
今
村
議
雄
の
所
見
か
ら
本
資
料
の
特
種
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
託
、

ζ

れ
を
慢
与
し
た
高
出
平
右
禽
内

正
重
は
「
宝
蔵
院
流
手
継
欝
」
の
存
在
ぞ
意
識
し
て
響
い
た
の
で
は
な
い
か
と
態
わ
れ
る
ζ

と
、
第
ニ

κ間
流
の
他
の
訟
書
と
比
較
し
て
表
現
の

仕
方
に
お
い
形
式
そ
も
っ
て
い
る
ζ

と
、
第
一
一
…

κ表
現
の
内
脊
は
高
度
な
印
可
状
を
懇
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
乙
と
に
あ
る
。

な
お
「
迷
雨
行
之
期
」
以
下
の
文
は
、
後
述
の
参
考
の
た
め
托
挙
げ
て
お
い
た
。

山
不
動
明
王
怒
り
の
襲
に
偉
大
な
力
を
一
不
す
も
ろ
も
ろ
の
明
王
の
中
心
の
尊
。
大
日
熊
来
に
代
っ
て
修
行
者
や
守
る
。
如
来
の
命
を
受
け
て
念

怒
の
柑
を
一
不
す
。
行
者
に
給
仕
し
て
諸
事
ぞ
な
し
遂
げ
、
菩
提
心
ぞ
お
ζ

さ
せ
、
惑
を
断
じ
て
善
を
移
し
、
大
智
慧
ぞ
持
て
成
傍
‘
さ
せ
る
詰
た
ら

き
が
h
d
Mべ
と
い
う
。
火
生
三
味
記
入
っ
て
一
切
の
罪
障
を
譲
り
、
動
揺
し
な
い
か
ら
不
動
と
い
う
0

(

い刊誌一怖雲〉

川
山
愛
議
明
王
繋
欲
な
ど
心
の
迷
い
を
、
そ
の
ま
ま
さ
と
り
に
つ
な
が
る
乙
と
を
訴
す
明
王
。
大
日
如
来
か
金
剛
薩
愚
者
本
地
と
す
る
。
外
相
は

念
怒
暴
悪
の
す
が
た
で
あ
る
が
、
内
誌
は
愛
を
も
っ
て
素
号
解
説
さ
せ
る
態
趣
が
あ
る
よ
副
暗
殺
J

小
川
接
前
に
捗
有
り
「
按
」
に
は
「
し
ら
べ
る
」
「
か
ん
が
え
る
」
「
た
づ
ね
る
い
な
ど
の
意
が
あ
り
、
ま
た
「
案
」
に
通
ず
る
と
い

ji

j
i
-
-
i
H
R
ら
へ
『

l
!敏
襲
〆

戸
弘
法
典
二
野
間
e

」

ζ
ζ

の
文
意
に
は
前
述
の
「
結
部
行
之
間
部
部
受
災
難
、
樫

fm勤
之
制
約
忽
得
勝
利
」
と
の
関
係
が
内
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
む
り
「
不
動

・
愛
染
ニ
明
王
」
に
対
し
て
如
何
を
按
ず
る
の
か
と
い
え
ば
、
迷
っ
て
災
難
を
受
け
る
と
か
、
鰐
っ
て
勝
利
を
得
る
と
か
、
災
難
か
勝
利
か
と
い
う
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と
と
へ
の
ζ

だ
わ
り
ゃ
そ
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
意
は
、
と
の
よ
う
な
「
ζ

だ
わ
り
い
か
ら
の
解
説
あ
る
い
は
讃
畿
の
暁
に

「
妙
有
り
い
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
ζ

の
「
乙
だ
わ
り
」
か
ら
解
説
し
て
「
妙
有
り
い
に
至
る
滋
盟
が
難
問
で
あ
る
。
こ
の
道
程

に

関

し

て

弘

前

市

立

図

書

館

の

所

蔵

す

る

叶

窓

議

院

謙

)

に

次

の

一

部

が

あ

る

。

崎
プ
=
タ
タ
一

知
し
格
ニ
者
，
徒
紺
話
不
レ
叶
ユ
術
変

右
の
「
格
」
と
は
、
柳
生
関
馬
守
宗
矩
の
吋
兵
法
家
伝
書
」
(
川
崎
山
い
)
の
「
殺
人
万
」
に
山
山
て
く
る
門
大
学
岡
山
の

「
頭
知
格
物
」
の
「
格
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
事
理
一
貫
L

に
し
て
更
に
「
格
を
離
れ
て
格
に
合
う
L

こ
と
ぞ
「
按
前
の
妙
一
に
至
る
道
程
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
宝
議
院
読
と
関
係
の
探
か
っ
た
「
軒
当
流
手
継
の
序
次
第
」
に
、
過
程
に
関
し
て
次
の
一
陣
が
あ
る
。
文
中
の
「
奇
特
」
を
「
妙
」
に
な

ぞ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

兵
法
は
万
死
一
生
の
兵
衛
な
り
。
但
し
奇
特
は
態
錬
に
夜
り
。
一
玖
謂
百
疫
の
稽
吉
寺
鍛
と

B
ぃ
、
千
度
の
語
古
や
錬
と
臼
う
。
唯
、
飢
鍛
錬
稽
吉
に
依
っ

て

奇

特

の

神

変

そ

顕

す

な

り

。

)

在
の
例
を
参
考
に
「
按
前
に
妙
有
り
」
の
文
識
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
不
動
・
愛
染
な
ど
の
神
仏
へ
の
帰

訣
信
仰
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
位
い
が
、
高
千
の
鍛
錬
稽
吉
を
重
ね
る
ζ

と
な
し
に
、
悟
り
か
迷
い
か
な
ど
へ
の
「
乙
ピ
わ
り
」
令
戒
し
め
、
か

っ
、
万
死
一
生
の
鍛
練
稽
古
の
鳴
に
こ
そ
お
の
ず
か
ら
「
妙
い
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

「
妙
」
と
は
「
は
か
り
知
れ
な
い
震
輿
探
く
、
精
英
一
金
善
の
極
致
い
の
意
で
あ
る
。

川
間
去
テ
船
橋
ヲ
敵
地
(
間
去
り
て
船
矯
ぞ
勘
ふ
る
哉
)

ζ

の
「
霞
」
が
難
し
い
。

参
考
と
し
、
「
関
」
を
「
鯨
L

と
置
き
か
え
て
注
釈
し
た
い
と
思
う
。

と
ζ

で
再
び
鵠
記
「
宝
議
院
流
手
継
番
」
の
次
の

節
を

有

…

一

懸

待

・

表

裏

二

掛

錦

之

棋

源

一

。

故

主

耳

守

到

讃

剣

去

刻

一

位

γ

一
、
追
一
兎
ザ
ソ
株
類
乎
。

(
懸
待
・
表
裏
ニ
種
之
担
擦
有
り
。
懸
比
待
有
り
、
持
に
懸
有
り
。
待
の
み
守
れ
ば
期
ち
識
し
剣
去
り
て
舷
を
務
み
、
兎
や
そ
追
か
で
株
を
守

る
類
ひ
か
。
〉
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す
な
わ
ち
、
右
の
「
判
的
去
り
て
舷
を
刻
み
」
や
参
考
と
し
て
「
髄
」
を
「
封
」

ι醤
き
か
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
と
ζ

ろ
で
「
熊
去
り
て
舷

を
刻
み
」
と
は
舶
何
な
る
意
味
な
の
か
。
先
ず
ζ

の
語
的
を
理
解
し
て
お
く
必
繋
が
あ
ろ
う
。

ζ
ζ

で
は
吋
新
販
禅
学
大
辞
典
』
一
支
援
郎
、
一
九
八
一
へ
き

の
「
制
約
去
久
央
L

と
「
製
舟
人
」
の
解
説
を
参
考
と
し
た
い
。

「
鈍
去
久
央
」
の
「
鈍
去
る
」
と
は
、
内
回
口
氏
春
秋
〕
(
3
h
J
J
M
U
U
一
む
の
、
進
ん
で
い
る
舟
か
ら
剣
を
水
中
托
落
し
、

ζ
ζ

に
抗
ん
だ
と
舟
に
梨

み
を
つ
け
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
求
め
る
も
の
が
過
さ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の

κ、
な
お
頑
迷
に
出
を
守
る
の
を
い
ま
し
め
る
意
と
し
、
裁
ら
に
一
吉

匂
を
尋
ね
て
も
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
響
え
た
ぎ
葉

i
!
と
し
て
い
る
。

ま
た
「
刻
舟
人
L

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
意
味
で
「
舟
か
ら
剣
を
水
中
に
落
し
、
そ
の
剣
を
探
す
の
に
、
甑
立
刻
ん
だ
万
の
あ
と
を
日
じ
る
し
と

し
て
、
舟
の
移
る
の
を
知
ら
ぬ
乙
と
。
転
じ
て
愚
人
が
一
璃
閥
に
畑
山
ぞ
守
り
、
自
由
自
在
の
活
作
略
の
な
い
ζ

と
」
と
解
説
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
「
間
去
り
て
」
の
語
句
は
、
「
誕
ら
比
一
語
句
を
尋
ね
て
も
」
却
っ
て
「
自
治
自
在
の
活
作
略
い
や
ぞ
失
い
、
求
め
る
こ
と
が
得
ら
れ

な
い
と
い
う
警
え
の
一
一
一
一
口
葉
で
あ
る
。

次
に
「
恥
船
橋
い
で
あ
る
が
、
と
れ
は
「
艶
脅
並
べ
、
そ
の
上
比
較
を
渡
し
て
機
に
代
え
た
も
の
」
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
船
構
を
勘
ふ
る
い

と
は
向
か
と
い
う
と
、
お
の
「
拠
去
久
央
」
「
刻
能
人
;
…
か
ら
控
し
は
か
つ
て
、
「
剣
い
や
ぞ
水
中
託
事
し
た
位
畿
を
知
る
に
そ
の
位
霞
や
船
の
較

に
刻
な
と
い
う
代
り
に
、
船
と
船
と
ぞ
っ
な
ま
渡
し
て
い
る
般
の
数
に
饗
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
剣
去
久
突
L

「
刻
船
人
」

と
ほ
ぼ
開
じ
意
味
に
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
氏
、
最
初
の
「
関
」
を
「
剣
L

K
爾
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
そ
の
文
意
も
踊
る
と
思
わ
れ
る
α

す
な
わ
ち
、
詑
川
の
「
遊

間
行
之
則
い
以
下
の
文
設
を
受
け
な
が
ら
「
ど
う
し
て
迷
い
と
か
悟
り
と
か
の
一
一
豆
町
民
乙
だ
わ
り
と
ら
わ
れ
て
自
由
活
達
ぞ
そ
ぐ
の
で
あ
ろ
う
か
L

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
だ
し
「
間
い
に
つ
い
て
別
な
解
釈
も
あ
る
。
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
の
叶
宝
議
院
流
鑓
之
奇
習
い
(
咋
…
十
成
z

山
崎

W
4
1
1

の
項
で
、
本
資
料
3

K
出
て
く
る
「
伺
関
去
而
鼓
維
哉
い
の
「
関
去
而
L
K
つ
い
て
、
択
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
室
蔵
院
許
口
簿
L

て
腰
な
る
帯
万
の
水
中
氏
絡
た
る

ι、

寸
水
上

K
見
え
し
を
執
上
し
と
由
。
此
執
上
し
人
ハ

へ
と
い
ふ
て
手
を
打
し
嬰
児
、
刀
水
へ
入
し
ゃ
傍
輩
の
芳
よ
り
進
ミ
脊
て
四
五

ぬ
組
。
間
ハ
常
の
修
行
に
あ
り
。

右
は
舟
か
ら
帯
刀
を
水
中
に
落
し
、
水
没
寸
前
の
そ
の
刀
を
間
以
り
上
げ
た
と
い
う
、
「
あ
っ
」
と
い
う
関
の
出
来
事
ぞ
述
べ
て
い
る
。

ζ

れ
は

「
間
髪
や
葬
れ
ず
L

、
闘
が
わ
ぬ
事
件
に
対
応
す
る
兵
法
の
心
技
を
一
本
す
言
葉
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
乙
ζ

で
の
「
問
」
と
は
「
瞬
間
」
の
「
関
」
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の
意
味
で
あ
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
「
剣
」
と
は
結
び
つ
か
な
い
。

ζ

の
よ
う
な
解
釈
も
で
き
な
い
乙
と
は
な
い
が
、
「
帯
刀
を
水
中
に
陥
す
い
と

い
う
表
現
か
ら
、
こ
の
著
者
は
「
剣
去
而
」
の
欝
え
ぞ
充
分
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
、
い
ま
は
「
間
い
を
「
剣
」
に
寵
き
か
え
て

注
釈
と
す
る
。

川

山

内
M

ロ
足
不
有
理
不
明
の
ニ
文
字
は
、
資
料
3
か
ら
「
待
」
と
「
具
」
で
あ
り
、
「
待
呉
毘
不
吾
朗
」
(
持
の
臼
内
定
に
理
有
ら
ず
〉
と
読
む
乙
と

が
で
き
る
。

「
待
い
は
「
懸
・
待
」
の
「
待
」
で
あ
る
。
兵
法
に
お
け
る
「
懸
待
一
如
」
の
議
要
性
に
つ
い
て
培
、
前
記
「
宝
撤
廃
流
手
継
蓄
し
の
一
蹄
「
懸

に
待
有
り
、
待
に
懸
有
り
。
待
の
み
守
れ
ば
則
ら
麗
し
斜
去
り
て
艦
託
制
刻
み
、
兎
ぞ
追
ひ
て
株
安
守
る
額
ひ
か
い
と
い
う
説
明
で
充
分
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
「
待
の
み
守
れ
ば
云
々
い
の
文
一
一
口
口
は
「
待
の
具
足
に
理
有
ら
ず
」
の
理
由
の
一
端
を
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
「
宝
畿
税
流
手
継
書
」
は
、
控
川
で
記
し
た
よ
う
に
襲
長
一
一
十
年
〈
二
ハ
一
五
〉
の
伝
書
で
あ
る
が
、
実
註
乙
の
伝
櫛
替
の
十
年
前
記
、

容
の
よ
う
な
文
寄
ら
』
使
用
し
て
い
る
伝
事
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
伝
警
は
、
襲
一
長
十
年
〈
一
六

O
五
)
二
月
吉
日
の
年
記
の
あ
る
「
新

当
流
手
継
の
ん
序
次
第
」
〈
注
洲
参
照
〉
と
い
う
総
書
で
あ
る
。
乙
の
「
新
当
流
」
は
、
飯
篠
伊
翼
守
家
臨
〈
長
威
入
選
・
長
威
蔚
と
も
〉
を
祖
と

す
る
神
道
流
〈
鰻
〉
の
流
れ
を
汲
む
流
派
で
あ
る
が
、
日
私
書
に
み
ら
れ
る
文
一
言
の
類
似
性
か
ら
「
宝
議
院
流
」
は
「
神
道
流
」
の
彰
響
を
受
け
て

い
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
文
一
一
訪
日
号
左
に
挙
げ
て
お
く
。

わ
量
一

夫
上
高
流
、
中
古
念
流
、
議
〆
窮
一
一
係
皆
持
具
足
一
、
光
勇
、
一
一

(
夫
れ
上
高
の
読
、
中
高
の
怠
流
、
伺
れ
も
皆
待
具
患
を
窮
む
と
雄
ど
も
、
無
勇
に
し
て

あ
な
と

華
大
農
を
量
る
が
如
し
。
)

雄
然
彼
雨
流
待
具
定
語
、
完
叡
下
去
レ
剣
刻
レ
舷
、
証
レ
菟
津
じ
株
売
{
嗣
さ
し
か
ず
ら
)

〈
黙
り
と
鎌
ど
も
被
の
隠
流
は
待
の
具
定
に
し
て
、
勇
無
く
し
て
、
剣
ぞ
去
り
て
鉱
そ
刻
み
、
菟
ぞ
逃
れ
て
抹
を
守
る
に
似
て
活
訟
無
し
。
)

ヘ
ヘ
マ
村
義
雄
吋
門
出
本
武
滋
大
系
第
三
J

f

巻」日一一一一一幾参盟…
r

隊一山山」

宝
藤
暁
流
の
担
胤
栄
は
態
篠
伊
賀
守
家
轟
よ
り
つ
神
道
流
い
を
学
ん
で
い
る
が
、
そ
の
分
採
で
あ
る
新
当
流
印
可
状
(
吋
新
当
流
手
継
の
序
次

第
』
〉
か
ら
右
の
文
書
ぞ
宝
議
院
説
栄
の
高
弟
・
中
村
市
右
葡
門
護
政
が
採
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
怒
わ
れ
る
。
ま
た
、
乙
の
流
れ
に

着
陸
し
て
自
ら
の
「
許
状
一
に
右
の
文
書
の
一
部
ぞ
採
り
入
れ
た
津
軽
弘
前
藩
宝
蔵
畏
流
十
文
字
鎌
の
務
組
高
田
平
右
衛
門
ザ
比
重
も
識
見
に
寵
む

相
当
な
人
物
と
思
わ
れ
る
。

き
て
「
持
の
邸
内
足
托
理
有
ら
ず
」
の
文
意
で
あ
る
が
、

ζ

れ
は
「
待
の
異
患
を
い
か
に
極
め
て
も
、
態
待

如
の
域
に
達
し
な
け
れ
ば
心
技
と
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も
に
充
全
で
は
な
い
」
と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。
「
呉
足
」
と
は
、
も
と
も
と
「
太
刀
・
長
刀
・
槍
い
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
武
器
、
武
具
〈
訪
問
片
も

含
め
て
)
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
広
く
武
芸
全
般
の
心
授
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
待
呉
定
」
を
重
ん
じ
た
「
上
古
の
流
」
「
中
高
の
急
流
」
等
に
対
す
る
批
判
の
意
味
が
含
ま
れ
、
「
開
去
開
法
々
」
の
文
言
争
引
き

継
ぐ
乙
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

何
一
心
究
越
の
摂
底
と
し
て
の
心
。
万
有
の
実
体
、
真
拐
を
い
や
っ
。
?
と
は
平
紫
絶
対
の
議
。
心
は
撃
実
性
を
表
わ
す
。
(
門
別
恒
例
空
間
)

川
死
建
議
良
資
料
小
川
に
「
死
定
幼
漁
港
L

と
あ
り
、
不
明
の
文
学
は
「
溶
い
で
あ
る
。
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
叶
宝
麓

腕
流
離
之
懇
い
〈
続
出
〉
の
「
宝
蔵
院
許
日
怖
い
は
「
苑
定
話
器
進
出
滋
い
と
あ
り
、
そ
の
内
容
を
吟
味
す
れ
ば
「
死
定
ま
り
て
逢
い
て
退
く
乙

と
な
か
れ
い
と
な
る
G

ま
た
文
意
に
つ
い
て
品
、
死
を
鞍
ん
ず
る
の
は
「
山
穀
護
窓
」
の
な
す
と
こ
ろ
で
「
死
を
守
る
ハ
当
読
の
習
塩
」
と
し
、
「
死
の
守
り
の
善
行

上
達
し
て
一
弘
じ
め
て
「
死
定
ま
る
の
泣
い
に
至
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
死
定
ま
る
の
位
」
に
至
れ
ば
、
部
ち
そ
の
死
に
逢
い
て
退
く
こ
と

な
ど
少
し
も
必
要
が
な
い
わ
け
で
、
乙
れ
が
「
当
流
摂
一
元
の
嘉
吉
」
と
し
て
い
る
。

川
聖
人
法
制
僻
非
製
為
簿
「
聖
人
は
法
を
秘
す
。
秘
す
る
に
あ
ら
ず
、
諸
問
え
ん
が
為
な
り
」

右
の
こ
と
に
関
し
.
寛
永
九
年
(
二
ハ
一
二
一
二
九
月
、
横
生
宗
嬉
(
新
陰
流
)
が
ま
と
め
た
叶
兵
法
家
簿
滋
習
い
に
「
避
は
秘
す
る
に
あ
ら
ず
、

秘
す
る
は
し
ら
せ
ん
が
為
也
」
(
白
1
4
λ
4
M
武
闘
い
な
第
一
主
)
と
あ
り
、

ζ

の
文
震
が
芸
道
の
秘
事
伝
撲
の
大
事
を
一
本
す
も
の
と
し
て
よ
く
引
用

さ
れ
る
。
し
か
し
珪
山
の
襲
長
一
一
十
年
(
一
六
一
五
〉
の
ウ
中
本
議
説
法
手
続
審
い
に
、
す
で
に
「
能
く
な
ぞ
鋲
ぇ
、
能
く
之
を
秘
す
べ
し
い
と
述

べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
本
資
料
の
こ
こ
の
文
言
は
吋
宝
蔵
腕
統
必
ず
謎
饗
い
ぞ
意
識
し
て
響
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
制
一
一
人
」
と
は
、

ζ

ζ

で
は
「
唯
授
一
人
L

の
流
犠
継
殺
容
を
怒
し
、
法
と
は
人
倫
・
過
の
意
味
も
あ
る
が
、
能
記
「
童
蔵
院
許
口
偉
L

に
よ

れ
ば
「
飛
乱
い
よ
り
「
許
い
ま
で
の
「
切
組
L

と
「
秘
歌
の
巻
い
ま
で
の
白
録
争
指
し
て
い
る
と
い
う
。

文
躍
は
、
「
唯
授
一
人
の
流
儀
継
承
岬
者
は
、
み
だ
り
に
人
げ
仏
教
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
伝
え
る
に
足
る
人
物
に
の
み
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
祖
師
の
流
議
翠
立
以
来
の
純
粋
牲
を
正
し
く
保
ち
、
後
泣
ま
で
脈
々
と
伝
え
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

戸
あ
み
)

M
W

羅
鳥
を
捕
獲
す
る
鱗
の
こ
と
。
「
一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
高
を
得
る
羅
は
是
れ
一
吉
な
り
」
と
読
む
。

」
民
ピ
け
の
績
で
法
鳥
を
搭
護
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
も
広
い
績
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
い
う
績
は
、
街
技
と
理
法
全
体
を
意
味
し
、

「
宝
蔵
院
許
口
博
」
に
よ
れ
ば
「
飛
乱
、
虎
乱
、
打
留
、
五
雷
、
一
二
蜜
」
ま
で
の
「
切
組
」
全
体
の
網
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
の
婿

技
だ
け
で
は
勝
つ
こ
と
あ
た
わ
ず
、
南
技
の
全
体
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
し
か
し
実
懸
の
勝
換
の
場
面
に
お
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
街
技
を
駆
夜
し
な
が
ら
最
後
に
決
す
る
の
は
ひ
と
つ
の
禽
技
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
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ω
譜
子
念
議
「
獅
子
奮
迅
」
の
こ
と
。
詳
し
く
は
禅
語
の
「
獅
子
奮
迅
三
味
L

の
乙
と
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ζ

れ
は
「
仏
の
威
誌
の
喰

ぇ
。
払
が
乙
の
一
一
一
誌
に
入
る
と
大
悲
の
易
を
奮
い
、
応
機
の
威
を
現
じ
、
微
細
な
惑
揮
を
断
じ
尽
し
、
方
便
摂
北
し
、
外
道
一
一
乗
の
小
獣
ぞ
畏
伏

す
る
こ
と
鶏
子
の
奪
迅
す
る
担
く
で
あ
る
か
ら
と
い
う
。
L

(

吋
新
版
禅
学
大
辞

HF
也
事
聞
に
乙
乙
で
は
、
全
心
全
霊
を
審
っ
て
修
行
氏
轍
鱒
す
る
こ
と
の
意
と

患
わ
れ
る
。

九いせ
J
L
V

き
ん
二
、
弘
二

持
諒
一
三
後
一
意
味
は
つ
か
み
難
い
が
吋
聾
巌
録
」
の
「
第
一
一
一
十
五
則
・
文
殊
前
一
一
一
一
己
記
「
龍
一
一
一
一
一
一
後
一
一
一
一
一
こ
の
語
句
が
あ
り
、

ζ

の
語
句
の

意
味
と
興
援
が
あ
る
と
患
わ
れ
る
。
そ
れ
で
ま
ず
「
碧
巌
鍛
い
の
ζ

の
語
句
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
「
額
一
一
一
後
一
」
の
意
味
に
触
れ
て
み
た
い
。

「
文
森
龍
一
一
一
一
二
」
の
文
の
中
に
、
無
着
文
喜
と
い
う
禅
師
が
あ
る
と
き
五
白
山
に
溜
ぷ
夢
ぞ
み
る
が
、
そ
の
夢
の
中
で
文
韓
繋
藤
託
会
っ
て
次

の
よ
う
な
関
答
企
守
す
る
。
「
殊
一
五
。
丸
型
間
詩
、
龍
蛇
混
雑
。
積
一
獄
。
多
少
索
。
殊
示
。
前
一
一
一
一
一
一
後
一
一
一
一
一
一
二
〈
文
殊
い
わ
く
、
凡
諮
問
皆
、
龍
蛇

罷
雑

i
i
語
っ
た
も
の
も
還
っ
て
い
る
も
の
も
い
る
よ
。
ま
あ
正
邪
・
傑
桟
、
世
は
さ
ま
ざ
ま
と
い
っ
た
と
ζ

ろ
か
な
。
多
少
衆
ぞ

ii
鯵
持
者

は
ど
の
く
ら
い
お
り
ま
す
か
っ
前
三
一
一
一
義
一
一
一
一
一
一

i
i
あ
ち
ら
に
一
一
一
入
、

ζ

ち
ら
に
三
人
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
よ

J
と
ζ

ろ
が
熊
議
文
護
捧
鶴
は
文
繰
の

答
え
た
三
龍
三
三
後
三
一
一
亡
の
真
意
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
以
上
が
問
答
の
一
場
面
で
あ
る
。

右
の
場
面
に
つ
い
て
大
森
轡
玄
は
「
凡
堅
持
閥
、
龍
蛇
混
雑
し
て
、
あ
ち
ら
に
一
一
一
つ
、
こ
ち
ら
に
四
つ
ζ

ろ
が
っ
て
い
る
と
増
し
ま
す
が
、
観

じ
来
れ
ば
議
蛇
一
鶴
、
凡
壁
一
致
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
千
波
万
別
の
擦
の
ま
ま
で
仏
政
争
粧
厳
し
、
禅
や
そ
現
じ
て
い
る

i
i
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ

う
か
L

と
提
唱
し
て
い
る
よ
…
川
市
内
ス
誠
一
点
計
九
時
一
帯
川

L

「
前
一
一
一
一
一
一
袋
一
一
一
一
一
こ
に
つ
い
て
は
、
容
の
大
森
縮
問
玄
の
擬
階
で
少
し
は
わ
か
る
よ
う
な
銭
が
す
る
が
、

ζ

れ
と
「
前
五
後
一
L

と
で
は
数
盤
上

の
表
現
も
違
ウ
ハ
イ
レ
一
ソ
ζ

訟
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
乙
れ
に
つ
い
て
は
、
一
週
一
碧
巌
録
い
の
同
じ
「
鶴
一
一
一
三
後
一
一
一
一
一
一
」

に
対
す
る
次
の
見
解
守
容
考
と
し
た
い
。

ζ

れ
は
「
常
識
的
な
数
議
の
概
念
広
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
絶
対
的
な
無
量
無
却
の
世
界
ぞ
ポ
し
た
も
の

ザ
令
。

で
あ

そ
れ
托
し
て
も
「
範
一
一
一
畿
の
「
後
が
気
に
か
か
る
数
字
で
あ
る
。
飯
田
利
行
の
見
解
の
よ
う
に
、
倒
的
え
ば
「
後
三
三
龍
三
一
ニ
」
と
同

じ
意
味
に
挺
え
て
よ
い
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
釈
然
と
し
な
い
。
「
後
一
」
と
す
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

恐
ら
く
、
乙
れ
は
「
噂
一
人
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
ζ

ζ

の
文
章
は
、
注

ωの
「
親
子
悲
曝
」
の
注
と
合
せ
て
「
全
心

全
議
そ
護
っ
て
務
行
に
額
援
す
る
武
芸
者
の
姿
は
千
差
万
別
で
あ
る
に
し
て
も
、
最
後
に
登
り
つ
め
る
も
の
は
唯
一
人
ぞ
」
と
い
う
乙
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

ζ

ζ

K

は
、
接
行
者
に
対
す
る
強
い
烈
し
い
騒
ま
し
の
意
味
が
ζ

め
ら
れ
て
い
る
。
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解
説ー

、
宝
議
院
流
〈
十
文
字
鑓
)
に
つ
い

こ
れ
は
宝
蔵
罷
業
禅
一
防
法
印
見
栄
を
流
組
と
す
る
十
文
字
鎌
の
流
儀
で
あ
る
。
胤
栄
は
奈

良
の
輿
福
寺
の
寺
中

、
宝
議
院

為
っ
た
り
中
御
門
誌
の
出
で
、
代
々
興
福
寺
の
衆
徒
(
僧
兵
)
の
家
柄
と
い
う
。

諮
で
あ
り
な
が
ら
刀
槍
の
衡
を
好
み
、
兵
法
〈
刀
禽
〉
は
柳
生
一
但
馬
守
宗
厳
と
共
に
上
泉
伊
勢
守
誌
織
に
、
槍
法
は
成
田
大
勝
丈
夫

盛
忠
児
学
ん
だ
と
伝
わ
る
。
梼
生
京
厳
、
穴
沢
謹
秀
、

五
坪
共
鰭
ら
の
助
力
を
受
け
て
、
表
九
本
、

合
せ
て
十
五
本
の

式
日
を
観
定
し
て
中
地
裁
読
流
を
起
し
た
。
謙
檎
は
胤
栄
の
工
夫
と
さ
れ
、
本
人
は
自
ら
流
名
を
唱
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
後

げ
仏
嫌
宝
蔵
院
流
と
も
称
さ
れ
た
。

ま
た
、

い
う
人

の
飯
接
系
の
新
当
流
万
鋳
を
学
ん
で
い
る
。
新
当
流
と
の
関
係
の
深
さ
は
、
注

ω、
注
mw

で
示
し
た
よ
う
に
印
可
杖
等
の
文
一
一
一
一
口
K
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

党
禅
一
持
法
印
胤
栄
は
、

十
六

a没、
八
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

(二ハ
O
七〉

議
栄
没
後
、
指
は
武
芸
K
励
む
べ
き
で
な
い
と
い

よ
っ
て
宝
蔵
院
流
は
蕗
絶
し
か
け
た
が
、
瓶
栄
を
追
慕
す
る
宝
誠
院

禅
栄
一
房
胤
舜
は
議
惑
の
志
を
立
て
、
胤
栄
の
出
門
人
そ
の
他
の
後
援
に
よ
っ
て
流
儀
を
再
興
し
た
。
以
後
こ
の
道
統
は
宝
蔵
院
の
歴

代
住
職
托
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
流
儀
の
家
元
と
し
て
権
或
を
保
ち
幕
末
氏
及
ん
で
い
る
。

一
方
説
栄
以
下
歴
代
の
門
人
民
も
勝
れ
た
人
材
が
多
い
。
直
接
の
門
人
と
し
て
は
中
村
市
右
衛
門
臨
致
、
松
崎
助
右
密
門
統
学
、

山
本
藤
蔵
家
次
、
埼
崎
左
近
大
夫
、
金
春
七
郎
氏
欝
等
が
い
る
。
津
軽
弘
前
藩

の
祖
と
な
っ
た
高
田
平
右
構
門
正
重
は
、

円
入
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
と
思
わ
れ
る
が
、
胤
栄
の
重
接
の
門
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
特
定
で
き
な
い
。

145 

(
「
本
朝
議
芸
小
伝
」
「
新
一
鵜
武
締
議
書
い
所
夜
、
九
四
賞
。
吋
武
芸
流
派
大
事
典
ピ
ハ
四
一
一
一
員
。
『
霞
説
日
本
武
道
欝
典
』
六
ニ
六
買
。

本
武
道
大
系
第
七
巻
い
一
一

O
一
一
員
等
参
照
〉

日
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2
、
本
資
料
の
ー
は
、
津
軽
弘
前
灘
に
お
け
る
宝
蔵
院
十
文
字
鑓
の
初
祖
・
高
田
平
石
謹
門
正
重
が
慶
安
四
年
〈

六
五
一
〉

146 

目
、
農
牛
兵
九
郎
氏
授
接
し
た
伝
書
で
あ
る
。

寺
山
家
が
所
識
す
る
資
料
と
し

い
c

高
田
平
高
樹
門
正
議

の

み
で
あ
ち
、
弘
前
市
立
国
書
舘
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
、
高
田
平
高
衛
門
正
重
に
つ
い
て
。

い
が
、
次
の
記
録
か
ら
関
集
部
分
を
容
考
と
し
て
概
説
し
て
お
く
G

高
照
宮
御
還
難
・

弘
前
市
立
国
書
舘
新
説
。

利
容
に
よ

七

ιー

(
悶
欝
刊
行
会
、
一
九
八
二
)
所
収
の
「
渡
辺
利
容
筆
記
い
の
関
係
部
分

み
ち
の
く
叢
書
「

(
回
二
信
長
〉

は
右
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

② 

「
新
一
報
青
森
県
叢
書
』
所
収
、
懸
史

臨京司

-
巻

議
車
通
路
恒
編
、
明
和
一

七
六
五
〉
成
定
)

悶
欝
社
、
一
九
七
一
二
〉

、E
F
'

宅
老
&

〆置・程、

高
田
平
右
衛
門
正
麓
は
、
越
後
国
高
田
の

津
軽
で
浪
人
中
、
浪
岡
村
五
本
松
〈
青
森
態
南
津
軽
郡
浪
岡
町
〉
応
住
し
、

槍
備
を
指
寓
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
弘
前
第
四
代
藩
主
津
軽
信
政
比
呂
し
抱
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
c

(
こ
の
こ
と
は
つ
弘
前
古
史

-
藩
政
綴

て
い
る
)
た
だ
し
そ
の
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。

』
に
明
暦
年
中

一
奥
富
士
物
語
・

四
六
回
頁

f旬、

六
五
五

i
i
一
六

と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
一
信
設
が
形
の
上
で
は
封
を
継
い
で
は
い
る
が
、
信
政
劫
少
の
た

十
部
左
衛
門
信
英

が
後
見
の
時
で
為
る
。
江
戸
在
住
め
一
…
招
致
が
就
封
後
始
め
て
弘
前
に
着
任
し
た
の
は
寛
文
一
五
年

〆明、

六
六

十
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
c

信
設
の
事
実
上
の
治
政
は
こ
の
時
以
後
と
み
て
よ
い
c

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

¥../ 

高
田
平
右
衛
門
が
明
麿
年
中
信
政
記
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
は
新
定
し
難
い
。

こ
の
よ
う
に
召
し
設
え
ら
れ
た
時
期
が
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
、
高
田
平
布
縄
門
は
す
で
に
浪
岡
村
五
本
松
で
槍
揖
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流

月
、
門
弟
寝
午
丘
ハ
九
擦
に
訟
査
一
回
を
授
与
し
て
い
た
こ
と

本
資
料
の
よ
う
に
襲
安
四
年
(

¥叩J

で
あ
る
。
こ
の
よ

が
て
藩
主
の
耳
に
も
達
し
、

召
し
抱
え
ら
れ
る
よ
う
記
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

っ
た
か
ら

'
}
A
J
叩

J

、

ナ
I
J
i
-
-
-

弘
前
第
一
一
一
代
務
主
津
軽
信
義
の
治
政
の
時
で
あ
る
む

ま
た
、
前
記
寸

一
吾
石
」
で
採
関
と
あ
る
が
、
そ
の
役
職
と
と
も
に
不
詳
で
あ
る
。

-
巻
こ
い
で
は

(2) 

宝
蔵
続
流
党
弾
一
毘
法
印
識
栄

の
う
ち
の

人
と
い
う
。
し
か
し

本
朝
武
芸
小
伝

の
叶
宝
蔵
院
胤
栄
」

で
は
ぺ
中
村
市
右
衛
門
尚
政
、
独
り
其

七
人

の
名
を
特
別

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ム
中

り
」
と
し
、

村
市
右
衛
門
の
高
弟
に
、
後
に
宝
議
院
流
高
田
派
を
開
い
た
高
出
又
兵
禽
吉
次
が
い
る
が
、
こ
の
人
物
と

る
c

高
田
平
在

縄
門
が
槍
捺
の
達
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
と
し
て
も
、
全
罷
的
水
準
の
武
芸
書
記
載
る
著
名
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
c

ψ

日

J

-

J

、

ず
9

ナ
4
3
1

、

「
高
照
宮
御
遭
難
・
巻
第
二

lζ 

ハ
十
文
字
の
名
人
宝
議
院
流
の
誼
弟
子
、

日
本
民
七
人
の
名
有
高

此
七
人
の
儀
氏
世
人
あ
ま
ね
く
可
知

な
り
。
其
流
犠
の
印
可

付
宝
蔵
院
中
震
所
、
為
後
世
名
人
帳
に
乗
せ
た
る
証
有
て
俗
説
に
あ
ら
ず
」

と
そ

て
い
る
。

に
本
資
料
の
印
可
状
と
も
い
う
べ

の
形
式
は
古
く
、
注

ω

た
よ
う
に
叶
宝
議
院
流
手
継
書
」

に
「
不
動
・

の
二
明
王
を
も
っ
て
く
る
形
式
を
、

〈
今
村
嘉
雄
は
告
の
宝
蔵
説
流
諸
振
に
類
例
が
な
い
と
い
う
)
高
密
平

右
結
門
誌
自
分

て
い
る
。
こ
れ
は
吋
宝
蔵
長
流
手
継
議
い
を
意
識
し
て

不
動
・
愛
染
」
の
語
句
を
敢
え
て
採

用
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
若
し
か
し
た
ら
叶
不
動
・
愛
染
」

の
入
っ
た
印
可
状
を
告
分
が
授
与
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
参

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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し
か
し
倒
れ
に
し
て
も
資
料
不
足
で
想
畿
の
域
を
出
な
い
。

(3) 

高
田
平
右
毎
門
の
嫡
子
は
高
田
儀
兵
衛
正
茂
で
あ
ち
、
次
男
が
甚
六
部
正
利
で
あ
る
。
こ
の
点

一
之
場
宗
明
が
延
享
四
年
〈
一
七
四
七
)
岩
関
千
治
郎

輿
富
士
物
語

ι泊協

の

「
矯
子
は
甚
六
正
利
一
と
す
る
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

に
授
与
し
た
「
免
状
い
の
伝
系
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

奈
良
住
一
五
組
宝
蔑
院
隠
縛

高
田
一
千
右
衛
門
正
重
一

高
田

山
中
亦
右
衛
門
成
美
(

設
利
伊
兵
衛
尉
均
禄

高
田

甚
六
部
正
利

三
之
助
宗
明

一
之
助
の

ま
た
、
高
田
儀
兵
荷
は
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
の
頃
当
流
を
代
表
し
て
す
で
に
活
躍
し
て
い
た
。

藩
内
の
抱

と
と
も
に
、
第
四
代
藩
主
津
軽
信
政

演
武
し
た
こ
と
が
、

『
弘
前
務
庁
日
記

さ
れ
て
い
る
。

十
月
十
八
呂
(

の
十
月
十
八
日
に
は

げ
い
次
の
よ
う
に
記
録
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一
、
常
井
喜
兵
衛
、
木
立
忠
左
衛
門
、
蒔
苗
清
之
一
盤
、
福
士
弥
左
衛
門
、
右
く
た
鑓
仕
合
共
に
。
嘗
田
半
兵
衛
、
牧
嘉
津
左
衛
門
、

須
藤
嘉
津
右
衛
門
、
右
太
万
・
く
た
鑓
・
ほ
う
。
高
田
儀
兵
衛
、
旦
野
序
右
衛
門
、
奈
良
三
郎
兵
衛
、
棲
庭
市
右
衛
門
、
高
杉

権
兵
衛
、
打
越
源
五
郎
、
右
十
文
字
表
仕
合
共
一
一
。
園
山
市
兵
衛
、
右
ほ
う
ろ
く
火
矢
、

お
き
火
筒
、
火
弓
火
矢
。

右
之
通
於
内
馬
場
タ
御
膳
過
御
覧
被
遊
候
。

4 

「
夫
兵
法
者
不
動
明
王
愛
染
按
前
妙
有
。
何
ソ
間
去
テ
船
橋
ヲ
勘
哉
。
待
具
足
不
有
理
。
一
心
閣
而
無
得
理
。
死
定
逢
退
。
師
親

(
夫
れ
兵
法
は
不
動
明
王
愛
染
の
按
前
に
妙
有
h
ノG

何
ぞ
問
去
っ
て
船
橋
を
勘
ふ
る
か
な
。
待
の
具
足
は
理

之
侍
伺
之
疑
有
哉
。
」

あ
ら
ず
。

一
心
闇
う
し
て
理
を
得
る
こ
と
な
し
。
死
定
ま
り
て
逢
い
て
退
く
こ
と
な
か
れ
。
師
親
の
伝
、
之
に
よ
り
疑
い
有
ら
ん
か
)

文
意

兵
法
は
不
動
明
王
・
愛
染
明
王
へ
の
深
い
信
仰
に
よ
っ
て
奥
儀
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、

そ
の
信
仰
よ
り
も
百
千
鍛
錬

の
修
行
が
先
決
で
あ
る
。
厳
し
い
修
行
の
暁
に
こ
そ
精
妙
極
致
の
心
技
に
至
る
も
の
だ
。
そ
め
鍛
錬
を
不
充
分
に
し
て
神
仏
を
信
仰

し
、
迷
い
と
か
悟
h
ノ
と
か
の
言
句
に
こ
だ
わ
り
、

心
技
の
自
由
活
達
を
少
し
で
も
欠
い
て
は
な
ら
な
い
。

か
つ
て
の
主
流
で
あ
っ
た
「
待
」
の
術
技
は
、
こ
れ
を
い
か
に
極
め
て
も
理
(
利
)
は
な
く
、
本
流
儀
の
「
懸
待
一
致
」
に
こ
そ

心
技
の
極
致
が
あ
る
。
し
か
し
一
心
が
闇
く
曇
っ
て
い
て
は
「
懸
待
一
如
」
の
境
地
は
極
め
難
い
。

も
と
も
と
わ
が
流
儀
は
、
死
を
軽
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
死
を
守
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
死
の
守
り
の
修
行

上
達
し
て
は
じ
め
て
「
死
定
ま
る
の
位
」
に
至
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
死
定
ま
る
の
位
」
に
至
れ
ば
、
死
に
逢
っ
て
退
く
こ
と
な

149 

ど
少
し
も
必
要
が
な
い
の
だ
。

こ
れ
ら
が
わ
が
流
儀
建
立
以
来
の
師
伝
で
あ
り
、
疑
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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、

「
川

υ

ニ
首
に
つ
い

150 

心
と
き
わ
ぐ
村
革
か
な
。

(1) 

鳴
子
を
ば
己
れ
が
羽
誌
に
引
き
た
て
て
、

風
で
鳴
子
宮
鳴
ら
し
、
そ

の
だ
。
心
の
乱
れ
は
、
自
分
自
身
の
心
の
輿
患
に
原
因
が
あ
る

〈
群
れ
を
な
し
て
飛
び
ま
わ
る
雀
は
、
自
分
た
ち
の
羽

に
驚
い
て

(2) 

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
)

染
め
出
だ
す
人
は
な
け
れ
ど
春
来
く
れ
ば
、

柳
は
緑
、
花
は
紅
。

よ
と
か
カ
ま
な
く
て
も
、

と
き
張
れ
ば
樹
木
は
縁
を
つ
け
、
花
は
咲
く
も

ら
講
ち
て
く
る
。
心
技
満
ち
て

(3) 

己
が
姿
の
な
き
ま
ま
に
、
紅
葉
氏
置
き
し
紅
の
玉
。

〈
こ
れ
か
ら
緑
に
な
り
ま
す
よ
と
か
、
花
が
裂
き
ま
す

鍛
練
を
重
ね
て
い
け
ば
、

心
技
辻
お
の
ず
か

に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た

の
色
や
姿
は
な
い
け

技
を
発
せ
ん
と
す
る
気
を
瞬
時

に
し
て
わ
が
心
に
う
つ
し
と
ら
え
る
に
は
、

わ
が
心
は

¥ノ

n
H
H
J

、、

〆
L
V
ム
H
H
F
i
ノ
¥

う
つ
し
て
い
る
。

常
に
潜
み
切
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
邪
、

れ
ど
も
、

の
上
の

、
ノ
ヘ
っ
き
h'
と

(j) 

部
、
慢
な
ど
少
し
で
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
c

わ
が
心
無
心
に
し
て
は
じ
め
て
相
手
の

で
き
る
。
〉

8
、
聖
人
法
秘
、
非
務
為
待
。

〈
聖
人
は
法
を
酪
す
。
秘
す
る
に
あ
ら
ず
、

み
だ
り
に
他
人
民
教
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
秘
す
る
た
め
に
教
え
な
い
の
で
は
な
く
、
流
儀
を
継
ぐ
に
見
る
人

た
め
で
あ
る
。

を
う
っ
し
と
る
こ
と
が

ん
が
た
め
な
れ
ノ
J

そ
の
流
議
の
頂
点
に
あ
る
人
は
、

日
羅
不
能
得
鳥
、

物
に
の
み
伝
援
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
正
し
く
流
議
の
依
系
を
守
り
、
後
世
ま

苔
の
羅
は
鳥
を
誇
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、

f刷、、

、

司

i

一
言
。
獅
子
議
嘆
之
旨
、
前
三
後

日
な
ち
。
獅
子
誌
嘆
の
皆
、
前
一
一
一
後
一
。
〉

羅
は
是
れ

目
だ
け
の

は
と
て
も
鳥
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

O 

い
か
に
璃
設
の
多
い
大
き
な
績
で
も
、
実
擦
に
鳥
の
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こ
と
に
よ
っ
て
、

か
か
る
の
は
そ
の
網
詰
の
ひ
と
つ
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
網
目
の
ひ
と
つ
が
大
事
で
あ
る
。
全
心
身
を
奮
っ
て
修
行
に
傾
倒
す
る

一
人
」
の

8
、
右
此〈お
此
の

人
た
る
べ
く
精
進
し
て
欲
し
い
。

ぬ
き
ん
で
て
窮
言
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
流
儀
の
精
妙
を
極
め
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
だ
。
額
わ
く
ば
「
唯
授

巻
構
執
心
之
宮
、

聯
能
見
有
期
敷
者
・
慨
。

巻
御
執
心
の
ゆ
問
、
相
依
せ
し
め
苧
ん

聯
か
も
他
見
有
る
ま
じ
き
も
の
也
。
)

2
、
資
蔵
院
十
文
学
鑓
許
轡

費
議
院
流
名
目
指
琳

一
、
飛

一、

打五

一、

151 

極(

意11

、
八
方
詰 乱蓄し留

A 
ロ

筒

I=l 
薄
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一
、
小
袖
合

152 

一
、
唐
笠
合

一
、
一
戸

入

一
、
風

車

一
、
下
道
具
合

一
、
悌
之
曲
尺

て
妻
手
切
三
寸
替

一
、
浦
之
波

一
、
龍
之
打
込

一
、
滝

落

一
、
+
戊

て
逆
手
鎌

て
五
月
雨

一
、
早
馬

て

紅

一
、
思

返

一
、
前

慶

一
、
芝

揚

写真(8) r賓蔵院十文字鑓許巻ーJI賓蔵院流名目録」の書き出しの部分。
賓蔵院の「蔵」及び「極意」の文字の上に「印判」がある。
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一
、
船

軍

一
、
狭
間
之
鎌

写
真
明

右
此
一
巻
錐
為
秘
慮
御
執
心
之

間
令
相
侍
早
他
見
有

間
鋪
者
也

古
岡
田
儀
兵
衛
尉

延
賓
四
辰

巻
子
本

九
月
十
五
日

正
茂
(
朱
印
・
花
押
)

浅
利
伊
兵
衛
殿

注
川
高
田
儀
兵
衛
正
茂
一
四
八
頁
の
解
説
川
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3
、
賓
蔵
院
十
文
字
鑓
許
巻

153 

夫
丘 町
法問費
者蔵
不院
動歌
明之
王写書
真

「賓蔵院流名目録」の奥書きの部分。写真9)



白
露

おコ
のプ

く?そ
れ型の
なま
ゐ斗
のに

たよ か
も一す{
み註か安

ま一

目、)

ぢ士た

にを
を面
け}

は

写真。。

弘前大学教養部

はι春そ♀
な壬く め ?
ハれ出
くZハす
れ二や日
なな仰と
し、きは
はな
緑け
れ
と

「文化紀要」第30号， 1989年

とにな{
さにひる l17
わ竺き 日こ、

くた5を
むては
ら L お コ
すの
L こ(カ〉
め斗 と‘ 羽
かろ風
な

有師
哉 iJ，親
之
侍
何
疑
之

154 

得不問愛
利r2有去染
死利 2鼓按
定一植前
勿(.'j心哉(]j有
逢闇待妙
退而具何
無足

『賓蔵院十文字鑓許巻ニJr賓蔵院歌之書Jの書き出しの部分。
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聖
人
法
秘

非
拘
始
為
侍

目
議
不
能
得
鳥

得
鳥
緩
者
是
一
目

獅
子
盆
嘆
之
皆

前
三
後

布
比
一
巻
制
御
執
心
之
旨

令
棺
侍
詑
聯
他
見

有
関
議
者
也

七
月
吉
日

浅
利
伊
兵
衛
殿

155 

高
田
議
兵
衛
尉(

朱
印
・
花
持
〉



「文化紀要」第30号.1989年弘前大学教養部

156 

注
川
何
間
去
鼓
+
哉
「
何
ぞ
間
去
り
て
鼓
椎
か
な
」
「
鼓
椎
」
は
「
揖
を
動
か
す
。
船
を
ζ

ぐ
。
」
乙
と
。
資
料
1
の
「
何
ソ
間
去
テ
船
橋
ヲ
勘

哉
」
と
用
語
は
異
な
る
が
、
右
の
注

ωと
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

山
利
資
料
ー
で
は
「
待
具
足
不
有
理
。

一
心
闇
而
無
得
理
」
と
何
れ
も
「
理
」
で
あ
っ
た
。
「
理
」
は
「
理
法
」
に
通
じ
る
の
に
対
し
、
「
利
」

は
勝
負
に
お
け
る
「
有
利
性
」
を
強
調
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。

川
死
定
勿
謹
退
「
死
定
ま
り
て
逢
い
て
退
く
乙
と
な
か
れ
よ
資
料
ー
で
は
「
死
定
逢
退
」
と
表
現
し
て
い
た
が
「
勿
」
を
加
え
て
意
味
を
明
ら

か
比
し
た
と
思
わ
れ
る
。

川

何

疑

之

有

哉

資

料

1
は
「
の
之
疑
有
哉
」
と
あ
り
、
何
れ
も
か
な
り
無
理
な
表
現
と
思
わ
れ
る
。

4 

「
賓
蔵
院
十
文
字
鑓
許
巻

L-

巻
子
本

賓万
蔵元
院
流
十
文
字
鎌

数
年
依
御
執
心
不
浅

先
師
相
侍
之
位
心
持
不
残

令
侍
授
詑
自
今
以
後
執
心
之

輩
於
有
之
者
重
々
以
起
請

可
有
相
侍
者
也
依
免
状

如
件

高
田
儀
兵
衛
尉

天
和
二

壬
戊

『賓蔵院十文字鑓許巻三』の「免状」の書き出し

の部分。

写真(11)
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八
月
十
五
日

写
真
似

正
茂
(
朱
印
・
花
押
〉

浅
利
伊
兵
蕎
巌

解
説1 

「
饗
議
院
流
十
文
字
鎌
、
数
年
御
執
心
浅
か
ら
ず
記
よ
り
、
先
師
相
簿
の
位
、
心
持
ち
、
残
ら
ず
侍
授
せ
し
め
一
一
向
叫
ん
ぬ
。
自
今
以
後

々
恕
請
を
以
っ
て
相
持
有
る
べ
き
も
の
也
。
依
て
免
状
件
の
却
し
ょ

執
心
の
輩
ニ
れ
あ
る
に
於
い
て
は
、

2
、
津
軽
弘
前
審
の
宝
議
院
流
十
文
字
鎌
の
伝
警
は
、
資
料
2
の
「
宝
蔵
院
十
文
字
鑓
許
巻

の
「
賢
歳
毘
十
文
字
鑓
許
巻

し一一

(
宝
蔵
院
歌
之
欝
〉
、
資
料
4
の
「
費
議
院
十
文
字
鑓
許
巻

あ
り
、

巻
が
以
後
の
間
流
儀
伝
書
の
典
型
と
な

て
い
る
。

の

3
、
浅
利
伊
兵
衛
均
掠
の
場
合
、
津
軽
弘
前
藩
の
初
祖
・
高
田
一
千
右
構
内
正
重
よ
り

よ
り
天
和
二
年
〈
一
六
八

ち
な
み
に

儀
兵
衛
正
茂
か
ら
受
け
た
伝
書
で
あ
る
。
儀
兵
衛
正
茂
か
ら

(
一
六
七

年
間
指
導
を
受
け
た
。
伊
兵
衛
均
隷
が
二
十
蔵
か
ら
ニ
ム
ハ
蔵
ま
で
の
頃
で
あ
る
。
武
芸
鍛
錬

L 

〈
宝
議
髭
流
名
目
録
〉
、
資
料
3

し一

(
免
状
)

平
右
諾
門
正
重
の
嫡
男
・
高
田

一
〉
ま
で
の
七

て
い
た
年
代
で
、

「
噌
授

の
印
可
も
受
け
て
い
る
。

こ
六
七
五
)
七
月
比
諮
問
甚
五
兵
禽
か
ら
「
当
田
流
太
万
」
の
許
状
を
受
け
、
廷
宝
八
年
〈
一
六
八

O
)
年
九
月
に
は

延
宝

と
し
て
道
統
を
継
い
で
い
る
。
同
時
に

157 



「文化紀要」第30号， 1989年弘前大学教養部

5 

「
賓
蔵
院
流
紅
之
書
』

158 

1
「
賓
蔵
院
」
の
「
蔵
」
の
上
に
印
文
「
費
」

の
「
印
判
」
が
あ
る
。

(印
判

)
写
真
川
業

費
蔵
院
流
紅
之
書

II-;~ 

r 
克

113i 

飛
乱
太
万
合

一
、
敵
よ
り
太
万
か
す
ミ
の
時太

万
よ十
り文
足字
を'11遠
切山
出の
し中
候

虞段
をに
上持
よか
り斗
つ一り
きま候
こ亡時

勝

一
、
敵
太
万
を
陰
に
持
候
時

十
文
字
下
段
に
も
ち

か
斗
り
候
所
を
太
万
よ
り
切
出
候

敵こさふ
太ミ
万つ二込
L~ いニ 中
ゃーて段
の勝 lζ
時取

太
万
引
取
候
慮
を十
ふ語文
字
足
を

時

十
文
字
上
段
太
万
切
出
し
候

足
を
ふ
ミ
下
段
に
な
を
し
引
候
所
を
そ
の

ま
斗
勝

敵
長
万
せ虎
つ長乱
かY長
う万
の合
時

十
文
字
遠
山
の
中

巻
子
本

『賓蔵院流紅之書』書き出しの部分。写真帥
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段
に
も
ち

わ
き
つ
ほ
へ
あ
て
か
斗
り
候
時

下
記

か
ふ
り
こ

長
刀
よ
り
は
り
候
時

、
敵
下
段
之
時

十
文
字
上
段
に
持
か
込
ふ
り
候
時
す

十
文
字
上
段
乃
心

や
り
っ
き
出
し
候
時

一
、
局
長
刀
瀧
な

し
の
時

も
ち
に
は
っ
し
上
よ
り
っ
き
こ
ミ
勝

に
も
ち

一
、
同
下
段
の
時

、
ふ
り
侯

ミ
き
り
す
て
勝

十
文
字
上
段

時

す
や
り
っ
き
出
し
鉄
時

か
子
り
侯
詩
長
刀
よ
ち
切
懸
候
時

を
ふ
ミ
こ
之
、
中
段
記
な
を
し
上

S
っ
き
込
務

、
長
万
し
は
返
し

iζ iJ> 

てL
A ，-， 口 U

ふ〉

よ
り
打
お
と
し

そ
の
ま
斗
勝

十
文
字
下
段
に
も
ち

り
か
ぶ
り
入
候
持

十
文
字
上

足
を
ふ
ミ
ニ
ミ
ふ
り
き
ち
す
で

そ

、
敵
防
獄
中
段
の
時

十
文
字
上
段
に
取
か
子
り
候

乃
ま
斗
勝打

留
鑓
合

す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
時
十
文
字
下

(

後

勾

三

〈

緩

)

す
や
り
よ
り
う
し
ろ
へ
こ
し
脇

に
て
ム
口

つ
は
を
つ
き
候
時

ふ
ミ
ニ
ミ

(
万
三

、
た
か
い
に
遠
山
の
中
段

K
持
か
け
て
下
段
に

た
か

l乙
日リ
ひ，O!よ
ろごり

す
り

勝

と
し
挟
時

十
文
字
足
を
引
か
ふ
り
足
を
ふ
旬
、
こ
い

ふ
ミ
こ
み
上
に
て
う
ち

候
時

て
下
を
と
め
候
時

カ〉
.b 

つ
、
書
き
出
し

す
や
り
よ
ち
う
し
ろ
へ

打
こ
し
っ
き
候
時

に
γ
ア」

一

i

う
し
ろ
へ

す
や
り
よ
り
っ
き

っ
き
出
し
長
時

出
し
候
所
を
十
文
字
上
に
て
お
お
と
し

159 

つ
ほ
へ
っ
き
と
め
勝

脇

っ
き
と
め
に
脇
つ
ほ
へ
勝

お
と
し

、
敵
前
ひ
ろ
の
持

段
に
持
か
L
h

り
候
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時

(
市
ペ
)

か
ね
を
合
か
も
ふ
り
候
時

す
や
り
よ
ち
つ
き

す
や
り
よ
ち
打
こ
ミ
候
時

160 

ふ
ミ
こ
ミ
か
ぶ
り
入

す
れ
ツ
込

出
し
候
時

下
に
て
打
お
と
し
其
ま
斗
勝

よ

ん
の
時

段

k

ふ
・
ち
鉄
時

一滋一

一
、
敵
太
刀
、
き
や
く
身
記
か
ま
へ
候
時

(
訓
明
光
下

下
段
程
け
ん
さ
訟
を
太
万
を
持
候
ニ

一
押
当
~

K
を
し
あ
て
か
斗
り
候
時

し

敵
よ
り
っ
き
候
持

下
記
て

十
文
字

上
に
て
打
お
と
し
脇
つ
ほ
へ
っ
き
智
民
勝

、
同
上
段
乃
時

か
~ 

り
打
接

待込十

空文
三字
v 飛

乱
iζ 
持

っ
か
/
¥
と

な込
を
下
段り
i乙二き
落とち
候三

か
け
候
時

足
を
ふ
ミ
込

か
.b 

ふ
ミ
こ
み

ち
入
す
り
こ
ミ
う
ゑ
よ
り
勝

時

に
直
し
引
候
時

脇
つ
ほ

太
万
を

ケ

本

太へ
刀か
はふラ

つ7ち
さ絞っ
うき
の iζ
時勝

太
万

、
た
か
い
托
蔀
襲

よ
れ
ソ
同
出
か
け
候

十
文
字
か
ふ
ち
つ
き

す
や
ち
つ
き
出
し
鉄
時

十
文
字
よ

に
そ
の
ま
斗
勝

Tこ二
ん竺に

のて
時打
お
十と
文(し
字τ其
少と探
さ予勝
け
て

う
の
時
十
文
学
上
段

け
ん

一、

一
、
た
か
い

と
う

中よ
fこえこ
ん守手
にを
はっ
つけ
し掛
っか
き斗
出ち
し挟
挟時
時

さ
き
を
敵
の
ひ
た
い
に
お
し
あ
て
か
ト
り
候

す
や
れ
ソ
A
O

太
刀
J
は
ち
か
け
候
時

協
ね
ほ
へ
勝

iと
て

時

せ

上
立
て
う
ち
お
と
し
欝

長
万
合

、
長
万
た
き
な
か
し
の
時
十
文
字
上
段

K

、
間
前
賓
の
時

か
へ
身
の
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か
ふ
り
候
時

長
刀
よ
り
は
り
か
け
候
時

十
文

iζ 

す
や
ち
う
し
ろ
へ
は
ね
こ
し

字
足
を
ふ
ミ
ニ
ミ
中
段
に
は
つ

長
刀

っ
き
候
時

か
ふ
り
入
そ
の
ま
斗
勝

ぷ
J

わ
き
つ
ほ
っ

上・
2
打
お
と

、
す
鑓
よ
り
下
段
の
時
十
文
字
わ
き
と
ち

、
長
刀
前
ひ
ろ

に
持
候

ょを
ちす
っこ
きし
出た
しか
候く
をも
くぷち
わ“空か
イ〉込

しり
て侯
時

す
や
り

…
長
刀
よ
れ
ソ
足
を
引
切
落
か
ふ
ち
こ
む

上
よ
り

所
を
十
文
字
う
わ
手
声
。
か
ふ
ち
つ
き
比
勝

一
、
長
万
柴
返
し
の
時
十
文
字
藤
中
た
ん

民
て
な
き
な
亡
を
お
さ
へ
る
心
も
ち
に
て

お
と
し
っ
き
こ
ミ
勝

の
議自
【、は付
上主け之

と りミん副次
お這下手きち第
ち)ち乞き

有なを
き歎
やの
うひ
lと fこ話

lと

た
、
ご
さ
を
つ
い
て
と
る
へ
し

お
し
み
め
て

一世

、
す
や
れ
ソ
下
段
の
時
十
文
字
こ
し
中
段

持中
を段
こ{の
機)鑓

iと

{
一

H
H
滋
~

か
た
と
を
ち
北

げ
い
も
ち
け
ん

も
ち
h

め
た
ら
さ
る
所

K
て

お
と
し
候
詩

す
や
り
A
O
っ
き
出
し
侯
持

も
つ
を
中
設
と
云

.b 

さ
か
り
な
き
ゃ
う
に

み
う
し
ろ
に

ミ
挟
時

の
鑓
は
敵
の
ひ
ざ

す
や

一、

し
ら
の
通
一
一

ち
前
へ
は
ね
こ
し
っ
き
侯
時

ま
へ
は
て
っ
き

と
め
に
勝

も
つ
を
下
た
ん

161 

、
す
や
り
こ
し
中
た
ん
の
時
十
文
字
上
段

百
付
五
つ

-
A

ち
候
時

す
鑓
A
O
っ
き
出
し
候
時

下

但

会〉

一、

く
う
の
目
付
と
は
ま
ミ
の
聞
を
云
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お
の
け
乃
事
也

162 

一
、
遠
山
の
目
付
と
は
左
右
の
か
た
を
見
る
也

一
、
お
句
の
目
付
と
は
左
右
の
ひ
ち
を
い
ふ

民挙
一

一
、
ほ
し
の
目
付
と
は
右
の
こ
ふ
し
を
い
ふ

但

敵
の

一
、
は
く
ん
の
目
付
と
云
ハ
け
ん
さ
き
を
云

も初

一

け
ん

さ二遠
きそ近
よと
り 云
二は
尺鑓
五の
寸打
こニ所
しでの
て事
打
也

極

意

て
八
方
詰
敵
太
万
大
勢
か
L

る
時

{情

}

(

首
d

飛
乱
に
か
ま
へ
く
ひ
足
へ
ち
ら
し
か
け 十
文
字

入
こ
む
所
を
つ
い
て
と
る

一
、
小
袖
合

同
太
刀
を
も
ち
野
中目
の付
まっ一肝
く土要
lζ 也
て

か
斗
る
時

十
文
字
下
段
ま
く
打
か
く
る
時

十
文
字
中
た
ん
に
は
つ
し

其
ま
L

つ

唐い
かιて
さ ごと

合る
J¥ 

し敵
か
ら
か
さ
を
ひ
ろ
け
太
刀

「極意」の部分。写真同
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に
て
か
急
ふ
り
候
時

(
市
民
)

石
っ
き

よ
り
脇

"':) 

tま
を
つ十
く文
時字
下上
lζ 段

主五
仁::t

十
文
字
下
設

に
て
か
ら
か

か
ふラ

ち
入又
ゑ(す
つぎや
め?ち
lζ 
て

ふ
ち
入
こ
ミ
鞍
へさ

な
く
ハ

よ
へ
こ
し
つ
く
時

iま

に
石
"':) 

き
二 iζ
を竺て
しつ
つく
くへ
へし
し

勝

一、

E
h
M門
広

捕

拘

町

と
り
こ
も
ち
者
の
時

戸
わ
き
記

、
妻
子
知
的
一
一

わ
ち

す
や
り
上
段
の
時

中
た
ん
に

十
文
字
も
上
設
に
持
か
、
ふ
り

太
万
よ忌を

てこご
き手
長記
万て
たつ
き{い
なきて
かウ取

しへ
し

な
お
し
打
藩
勝

口
一
得
多
し

又
打
按
時
す
や
ち

九
点
以
必
…

よ
り
は
っ
す
所
を
と
ひ
ち
か
い
打
お
と
し
欝

一
級
取
)

す
や
ち
わ
き
と
ち
の
時

取

一
、
風
車

十
文
字
上
段

K
持

か

う
'O

、
浦
の
議

長
刀
J
は
ち

か
く
る
時
十
文
字
中
た
ん
記
は
っ
し

の
中
段
立
も
ち
か
ゑ
ち
候
時

す
鑓

ま
た

下
た
ん
に
て
は

よ
り
つ

と
く
は
っ
し

て
つ

、
龍
の
打
込

す
や
ち iζ
逮て
山中打
の干落
時完勝
十
文
~ 
十

い
て
と
る
へ
し

上
段
げ
い
も
ち
か
与
-
り

さ
に
て

わ
り

iとす
よや
こち
手上
を段
つの
け川、時
掛作
十
文
字

十
文
字
中
段
に
寵
し
打
落
て
勝
へ
し

一
、
議
お
と
し

す
や
り
下
段

か
a
A

句

左
右
に
お
き
へ
勝

頭
A
O

た
か
く
中
段
に
持
か
t
A

る
詩

敵
よ
ち

上
よ
り
横
手
合

163 

っ
き
出
し
候
時
上
よ
り
村
お
と
し

ふか
たく

( It 
B"持
遺1)'有
ち

は
や
く

(
曲
尺
}

か
ね
す
や
り
下
段

つ
い
て
取
へ
し
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竹
や
ふ

柴
か
き
通
る
時

164 

太
刀
打
を
右

て
身
に
そ

さ二左
カ Iζ
手て
か二お
ま?し
わ
け
と

す
や
り
中
段
の
時

J¥ 

し

十
文
字
の

ぉ

思もそ
返ふるの
?錯
すこ iと
や付
ち合
下勝
投を
のも
時ミ

も
ち十

文
字

に
も
ち
か
斗
る
時
す
や
り
A
O

っ
き
出
す
を
あ

や
り
口
の
あ
か
さ

iζ~し
す型を
の引
上か
よふ
りり
す
り

勝

も
ち
か
も
み
り
候
時
す
や
ち

一、

さ

よ
り
っ
き
出
震
時
下
記
て
合

{旦

歎

た
か
い
に
ま
へ
ひ
ろ
の
時

敵
よ
り

さ
か
手
記
持
た
る
か

上
記
て
打
お
と
し

よ
り
つ
よ
く
こ
ミ
続
時

つ
よ
ミ
な
り

、
五
月
雨

す
や
ち
下
段
の
時す

や
り
よ
り
っ
き

す
や
り
A
O
っ
き
出
し
挨

と
ち
に
も
ち
か
L
A

出
ス
を
上
に
て
打
お
と
し

つ
く
と
き
前
に
て
打
お
と
し
勝

は宍の
干す

や
ち
lζ 
ぷ弘
J::l 

7こ
る
と
き
よ
し

-F さ
;とき
てτを
-̂
J::llゥ」

そぎし
のつ
まき
斗候
勝詩

又
十
分
字
A
O

十
文
字
鱗

さ
き
に
て
勝
心
も
ち
あ
り

一
、
芝
播

す
や
り
上
段
の
時

十
文
字
く
わ
っ
し
て

又
前

な(へ
か長期
へじし

下
段
は
か
ふ
ち
候
時

上
に
て
抗
お
と
し
は
や
く
立
て
つ
く
へ
し

時二仁
遺}ち

ゃ二坂
ち?下
なち
り坂
tζ 

の

も
ち
候
時

十
文
字
上
段
に
も
ち

す
や
り
下
段
に
も
中
た
ん
に
も

ル
詩
横
手

出
す
を
上
J
お
さ
へ
の
り
込
勝

っ
き

に舟
て軍
てふ
き二ふ

のな
ふ、~，

なぶiく
さ
の
時

す
鑓
ゑ

す尚一た
くゑ
iζ 打
っか
くけ
事引
ゅよ
めせ

¥ 

虹 日
付
に
は
敵
的
こ
ふ
し
を
島
付
ル
一
般
貯
要
世

敵
向
や
う
に
や
り
も
ち
候
と
て
も

へ
か
ら
す

つ
い
て
と
る
へ
し
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、
狭
間
之
謙

尺
の

fこ
か

桔
イ〉

尺き
のの
ひ孟時
る)

も上

石
っ
き
民
て
っ
き
出
す
へ
し

も
り

fこr沼三但
てT 護き
をにTい
ゆての
んち:つ目
てニき iと
のな口

薄
有
J¥ 

し

っ
く
へ
し

か

の
な
り

iζ 次
しぶ第
きつの
事

鑓
を

、
五
尺
の
つ
も
り

敵
っ
き
出
し
侯
時

上
段
に
も
ち
合
す
る
も
の
な
り

あ
と
へ
引

て
き
の
鑓
を
引
取
候
時
上

時
は
ひ
f二た
ち
のの

九要
c; p 

を 次
つ'第
き之
主吏
の

よ
り
ふ
ミ
込
つ
く
へ
し

一
、
援
に

上
り
裂
の

7こ

十
文
字
ょ
こ
手
ニ
て

ひ
ざ
を
た
て

上
よ
り
掛
落
シ
は
や
く
つ
い
て
取
へ
し

や
り
を
中
た
ん
に
も
ち

の
t包

同
下
ち
坂
の
時
は
左
の

一、

た
か
ひ
に
さ
き
に
た

ひ
さ
を
に

の
ひ
き
を
お
り
鑓
あ
わ

ち

て
お
さ
へ
る
心
持
肝
要
也

しせ
ゆ主へ
り長し
け w
ん
と
め
の
事

担

敵
下
鑓
に
て
つ
け
た
る
時
上
鑓

十
文
字
ひ{
ら~~

ん

よ
り
引
落
シ
勝
心
も
ち
も
あ
り

え
み
る
時
太
万
よ
り
し
ゆ
り
け
ん

ス悦
~

(

F

苧

〉

?

?

に
う
ち
挟
時
く
わ
っ
し
て
こ
ふ
し
を
と

か
ま
乃
事

石
つ
き
の
い
の
め
へ

iζ 
も

横
手
を
い
れ
る
心
も
ち

心
も
ち
か

取
籍
者
の

や
き
十り
文鉄
字掲
の留
ゑ話の
事

所
ま
く
を
か
け

ゑ:ふ
つ主ん
め v の
うも
ろ二の
こっ
か一き
たや
iとう
て
勝
Jむ
持

J¥ 

し

中
の
ま
く
ハ
ま
わ
た
に
て
す

日

165 

民
有

J¥ 

し

ま
く
の
あ
い
一
尺
は
か
り
つ
λ
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に
も
ち

右
之
ま
く
に
て
身
の
か
ね
を
合

166 

幹
を
か
く
し
か
斗
る
へ
し

ま
わ
た
の
あ

っ
さ
五
分

き
り函
か苧
ま口
上
極
位

字
を
も
ち

敵
た
ち
を
も
ち
候
時

こ長田十
し:士 文

か
ま
を
上
へ
た
て

中
段
に
も
ち
手
を
か
た
め
切
か
け
勝

(肝
安
)

を
か
ん
や
う
な
り

(倒
錯

)

戸

後
ろ
)

一
、
ゑ
腰
う
し
ろ
つ
ま
り
石
っ
き
っ
か
さ
れ
ん

十
文
字
を
く
り
こ
ミ
石
つ
き
を
そ
ら

時

{位十

}

ゑ
な
し
下
段
に
も
ち
て
き
っ
き

候
ハ
斗
前
後

K
て
あ
い
か
っ

写
真
愉

一

、

馬

上

口

惇

(鼠
穴
)

F

悲
愛
}

一
、
そ
け
っ
さ
り
に
て
も
ひ
や
い
に
で
も

腰
の
つ
ま
り
た
る
時
そ
け
つ
に

一、

ーか
之ま
か二へ
ま今腰

口

侍

『賓蔵院流紅之書』の終りの部分。写真。。
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右
此
紅
葉
之
書
錐
為
秘
書

御
執
心
之
旨
令
相
侍
畢
柳

他
見
有
間
鋪
者
也

一
冗
禄
十
四
，
f
u
暦

棲
庭
又
右
衛
門
尉

十
一
月
吉
日

成
美
(
朱
印
・
花
押
)

浅
利
伊
兵
衛
殿

6
、
賓
蔵
院
+
文
字
鑓
印
可
状

巻
子
本

右
の
「
袖
」
に
「
賓
」
の
印
文
の
あ
る

「
印

y

判
」
が
あ
る
。

~

イ

(印
判
)

夫
れ
文
字
鎌
之
流
他
各
一草
川

167 

難
行
我
先
師
宝
蔵
院
者

教
外
別
停
而
絶
比
備
者
也

所
以
者
何
閲
諸
流
之
中

夙
夜
工
夫
錬
磨
而
別
立

『賓蔵院十文字鑓Jr印可状jの書き出しの部分。写真帥
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ゴコ 一日

実践
道派
部 g内 1天仇
之、 f錐

不能
離私
在 Cf
右幼初

動少

学
之
者
年
久
月
久
百
鍾

薫
金
持
入
炉
納
碑
窮
尋
常

再
議
終
始
脅
得
則
縦
横

把(111) 自
捨問荘

頭(11!事
倒緩
事j 然、
人八
勢方
天置
難敵
外布

道(]2)

公刊可
多 lJi扶

年手
設不
子可
習醤
之其
敏鉾
態乎

深
忠
治
其
器
用
可
謂
英
雄

感
之

合奇
諸哉
具快
足 v 哉
一一"~ 子

物

豪
探

不
残
令
招
待
畢
離
飽
日

積
千
金
非
其
輩
柳
欄
似
不

可
侍
講
者
批
可
秘
々
々

の
碍
可
状
恕
件
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て

水

一
、
鱗

一
、
切

一
、
韓

一
、
柄

一
、
悦

一、て
柳稲

一
、
水

一
、
柄

一
、
栄

一
、
十
二
本
掲

一
、
馬

一
、
必

一
、
乱

一
、
増

169 

一、

車形鎌曲返眼

西

風雪妻月越月上勝勝t-4 
/¥ 

一
之
鎌
以
上

「印可状Jの最後の部分。写真岡
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費
永
一
疋
川
正
暦

170 

日

棲
寵
又
右
癒
門

十浅
利
伊
兵
密
殿

-
花
持
〉

注

ω
絶
比
額
な
く
す
ぐ
れ
て
い

ι
k
l
o

川
山
顎
詰
流
之
中
〈
諸
流
の
中
を
関
し
〉
頁
の
解
説
I
K
述
べ
た
よ
う
に
、
先
韓
宝
蔵
院
党
禅
療
法
部
麗
栄
は
兵
法
令
柳
生
偲
罵
守
宗
厳

と
と
も
に
上
泉
出
伊
勢
守
諮
講
に
学
び
、
檎
法
は
諮
問
大
膳
大
夫
盛
出
ゅ
の
も
と
で
捧
持
し
て
い
る
。
ま
た
大
東
春
見
か
ら
飯
穣
系
の
新
当
流
刀
術
・
6

学
ん

r。
諸
流
と
詰
ζ

の
よ
う
な
流
議
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

山
川
夙
夜
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
。
覇
暮
。

川
別
立
…
荒
涼
(
別
に
一
流
派
ψ

守
立
て
)
山
の
諸
流
ぞ
学
び
与
が
ら
そ
の
流
犠
を
継
殺
す
る
乙
と
な
く
、
そ
れ
ら
の
教
え
の
中
か
ら
さ
ら
に

一
歩
工
夫
し
て
宝
蔵
院
流
を
立
て
た
ζ

と
を
指
す
。

ζ

れ
ぞ
「
教
外
別
博
」
と
称
し
て
い
る
。

山
仰
天
鑑
無
私
始
め
か
ら
諸
読
を
学
ぶ
ζ

と
K
よ
っ
て
薪
流
犠
ぞ
立
て
よ
う
と
意
留
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
無
心
の
う
ち
花
天
か
ら
宝
蔵
院
流

を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
と
患
わ
れ
る
。

山
間
予
棲
庭
又
右
畿
内
成
美
の
乙
と
。

山
山
師
高
昌
平
右
第
門
正
擦
の
ζ

と。

山
間
百
錬
賞
金
百
諒
の
金
の
開
き
懇
で
、
勇
気
の
強
さ

κた
と
え
る
。

p
h
U
ぴ
ょ
内
Z

恥

山
間
入
禁
鱗
緯
廟
(
炉
に
入
れ
碑
麟
に
僻
む
)
炉
は
大
…
か
の
践
で
、
密
教
で
護
憲
ぞ
修
す
る
時
、
壇
に
霊
い
て
議
離
水
を
た
く
炉
の
ζ

と
。
議

婿
浮
ぞ
移
し
祖
先
脅
ま
つ
る
毎
霊
愚
民
自
分
の
心
身
を
講
め
て
納
め
る
ζ

と。

uw

寄
把

Immwζ
と
。
布
の
は
ち
ま
き
。

ω
捨
顕
命
を
捨
て
る
ζ

と。

仰
天
蹟
外
道
天
襲
と
外
議
。
と
も
に
仏
道
争
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

ζ

で
は
入
の
善
事
券
妨
げ
、
ま
た
災
足
を
も
た
ら
す
恐
し
い
悪

離
の
ζ

と。

同

公

桟

科

伊

兵

衛

均

禄

の

ζ

と。
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総
合
諸
員
定
〈
諮
問
内
足
を
合
わ
せ
)
十
文
字
鎌
舎
も
っ
て
太
万
・
長
刀
e

素
槍
・
突
捧
な
ど
諸
武
器
号
使
用
す
る
武
術
に
勝
つ
技
。

締
(
紺
レ
宝
議
院
流
に
興
ず
る
総
統
的
な
心
技
を
説
く
ζ

と。

解
説ー

、
夫
れ
十
文
字
議
の
流
は
、
般
に
多
く
行
わ
る
と
錐
も
、
我
が
先
師
宝
蔵
院
は
教
外
別
侍
に
し
て
絶
比
備
わ
る
も
の
也
。
そ
の
所
以

の
も
の
何
ぞ
と
な
れ
ば
、
諸
流
の
中
を
関
し
、
夙
夜
工
夫
錬
磨
し
て
別
に
一
流
派
を
立
て
天
鑑
無
私
な
れ
ば
な
り
。

予
幼
少
よ
り
兵
道
広
志
し
、
部
の
左
右
を
離
れ
ず
し
て
こ
れ
を
学
び
勤
む
る
は
年
久
し
く
月
久
し
。
百
鏡
黄
金
再
び
炉
に
入
れ
碑

廟
に
締
め
、
尋
常
再
錬
終
始
舎
得
し
、
則
ち
併
殺
議
自
在
也
。
縦
然
八
方
に
敵
を
置
き
、
京
叩
把
、
捨
頭
、
新
人
の
勢
い
た
る
天
東
外
道

も
手
を
扶
く
べ
し
。
其
の
鉾
に
当
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。

多
年
予
は
就
き
之
を
習
い
敏
態
漂
思
托
し
て
其
の
器
用
英
雄
脱
税
額
と
い
う
べ
き
か
。
奇
な
る
か
な
快
な
る
か
な
。

予
之
記
惑
じ
、
諸
具
足
を
井
合
せ
、
一
物
も
残
さ
ず
程
伝
せ
し
め
撃
ん
ぬ
。
縦
い
他
日
千
金
を
積
む
と
い
え
ど
も
其
の
輩
に
あ
ら
ず
、

酬
明
か
も
濃
り
に
議
し
依
う
べ
か
ら
ず
。
秘
す
ベ
し
秘
す
ベ
し
。
偽
っ
て
叩
一
時
状
件
の
加
し
。

而
し

2
、
右十

文
字
鎌
氏
関
わ
る
流
援
は
他
民
多
く
あ
る
が
、
津
軽
弘
前
藩
の
十
文
字
鎌
は
、

一
瓦
祖
で
あ
る
宝
蔵
読
覚
禅
一
房
法
印
が
教
外
別
伝

と
し

た
流
議
で
比
類
な
く
卓
越
し
た
流
畿
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宝
議
院
覚
禅
は
万
法
、
檎
法
等
の
諸
読
丘
ハ
法
の
特
質
を

学
ん
で
こ
れ
を
集
大
成
し
、
そ
の
集
大
成
し
た
街
技
を
日
喪
工
夫
鍛
錬
し
て
、
無
心
無
欲
の
う
ち
に
、

ま
さ
に
丹
、
が
講
ち
る
よ
う
に

171 

お
の
ず
か
ら
新
し
く
立
て
ら
れ
た
流
儀
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

自
分
〈
接
庭
又
右
衛
門
成
美
の
こ
と
〉
は
幼
少
か
ら
兵
法
の
熟
達
を
志
し
、
都
高
間
平
右
寄
門
正
議
に
欝
事
し
て
多
く
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過
し
た
。
こ
の
間
、

不
動
明
王
、
愛
染
明
王
の
も
と
に
護
摩
を
修
す
る
こ
と
数
度
、
遂
に
邪
念
を
脱
し
心
身
を
清
め
る
こ
と
が
で
き

172 

た
。
や
が
て
平
常
心
に
至
っ
て
さ
ら
に
錬
磨
を
重
ね
、
宝
蔵
院
流
の
一
切
を
会
得
し
、

心
技
と
も
に
縦
横
自
在
の
境
に
達
し
た
。
た

と
い
八
方
に
敵
を
お
き
、
そ
れ
ら
が
命
が
け
で
改
め
寄
せ
る
悪
魔
の
如
き
強
者
で
あ
る
に
し
て
も
、
手
も
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
手

を
出
し
た
と
し
て
も
そ
の
武
器
は
自
分
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
貴
公
(
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
)
は
数
年
自
分
に
つ
い
て
宝
蔵
院
十
字
鎌
を
習
錬
し
、
術
技
鋭
敏
で
思
慮
も
深
く
、

そ
の
心
技
の
は
た
ら
き
は
ま
さ
に
英
雄
豪
傑
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
熟
達
で
痛
快
で
あ
る
。

自
分
は
貴
公
の
そ
の
心
技
備
わ
っ
た
熟
達
を
見
極
め
た
が
故
に
、

い
か
な
る
武
器
を
も
っ
相
手
に
対
し
て
も
勝
ち
得
る
宝
蔵
院

十
字
鎌
の
奥
儀
の
一
切
を
す
べ
て
相
伝
す
る
こ
と
に
し
た
。

今
後
師
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
修
行
不
充
分
な
弟
子
が
金
銀
を
積
ん
で
相
伝
を
請
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
伝
え
る

に
足
る
人
物
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
物
に
は
、

い
さ
さ
か
で
も
古
来
よ
り
伝
わ
る
宝
蔵
院
十
字
鎌
の
奥
儀
を
教
え
て
は
な
ら

な
い
。
む
し
ろ
秘
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
を
も
っ
て
本
流
儀
の
印
可
状
と
す
る
。

7
、
賓
蔵
院
十
文
字
鑓
許
巻

巻
子
本

先
の
部
分
を
欠
く
。
軸
が
な
く
巻
き
紙
の
様

式。

賓
蔵
院
流
名
目
録

一
、
飛

太
万
合

乱



「文化紀要」 第30号， 1989年弘前大学教養部

一
、
虎

乱

一
、
打

留

一
、
五

箇

一、

一一一

箇

一
、
真
之
位極

一
、
八
方
詰

一
、
小
袖
合

一
、
唐
笠
合

一
、
一戸

入

一
、
風

車

一
、
下
道
具
合

一
、
悌
之
曲
尺

一
、
妻
手
切
三
寸
替

一
、
浦
之
波

一
、
瀧

之

173 

一
、
瀧
之
打
込

一
、
瀧

落

長
万
合

鑓

意

A 
口

口

惇
口

侍
口

惇

Lt、klあ
治則場ん
-兵
i
伶
絡

会

ゐf! " '-' -

「賓蔵院流名目録」の書き出しの部分。写真仰)
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茂

174 

、
逆
手
鎌

、
五
月
雨，罵

一
、
思

返

前芝

溺

船
、
狭
間
之
議

右
此
一
巻
雛
為
秘
所
御
執
心
之

間
令
相
侍
了
柳
能
見
有
間
敷

者

也

浅
利
伊
共
衛

年
号
月
日
書
判
朱
印

是
ハ
歌
之
書
A
O

年
も
半
年
も

月
自
は
や
く
す
へ
し

弟
子
成
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仕ぶ月
合2日

入し
候て
ても
出よ
すし
J¥ 

し 二
巻
と
も
ニ

樋
口
弥
三
郎
殿

8
、
賓
蔵
院
+
文
字
鑓
許
巻

非聖
秘人
口孟口孟
口色口智

一
目
羅
不
能
得
鳥

獅得
子鳥
盆羅
暗雲(是
口之ー
旨目

前
三
後
一

巻
子
本

破
損
極
め
て
大
き
く
前
半
を
欠
い
て
い
る
。

残
っ
た
部
分
を
左
に
記
す
。

写
真
山

右
此
一
巻
錐
為
秘
所
御
執
心

175 

之
間
令
相
侍
了
柳
他
見
有
問

『賓蔵院十文字鑓Jr歌之書」であるが、破損が大きく前の部分を
欠いている。

写真削
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敷
者
也

176 

浅
利
伊
兵
衛
尉

年
号
月
白
書
判
朱
印
す
へ
し

月ー但
口旦是
あハ
と口
口口
口口
口 t
口一
年
も
半
年
も

仕
合
一
一
入

口
巻
の
同
口
出
し
候
月
日
よ
し

樋
口
弥
三
郎
殿

9
、
賓
蔵
院
流
紅
之
書

巻
子
本

-
先
の
部
分
が
破
損
し
「
五
箇
」
の
後
半
よ
り

判
読
で
き
る
0

2
軸
が
な
く
巻
き
紙
の
様
式
で
あ
る
。
ま
た
反

故
の
料
紙
を
用
い
、
裏
に

二
・
三
の
落
書
が

あ
る
。

3
長
文
で
あ
る
の
で
句
読
点
を
つ
け
た
。

写
真
的

(
直
治

)(
ま
え
ひ
ろ
)

(情
)

一、

三。

敵
の
す
や
り
前
賢
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
上
段

K

7

2

(

直
結

)

(

み
)
(
突

)

(

の

)

持
か
斗
り
候
を
す
や
り
よ
り
打
込
っ
き
出
し
候
其
時
、
十

(
足

)

(

み

)

(

れ

)

(

み

)

(

か

つ
)

文
字
あ
し
を
ふ
ミ
込
か
ふ
り
入
す
り
込
上
よ
り
勝
。

『賓蔵院流紅之書』の書き出しの部分ではあるが、前半はかなり欠

損している。

写真閥
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献
の
す
や
り
腰
中
段
の
持
、
十
文
字
上
段
に
取
か
斗

に
て
打

り
設
を
歎
よ
り
っ
き
出
し
錠
其
時
、
下
に

ふ
T
C
(
留
)

落
し
脇
つ
ほ
へ
つ
き
と
め
に
勝
。

一
、
五
。
献
の
す
や
ち
上
設
の
時
、
十
文
字
飛
乱
に
持
す
る
す

ふ

一

山

)

(

す

や

り

)

(

剖

ザ

)

る
と
か
L

り
打
お
と
し
拝
、
誼
鑓
よ
り
は
っ
し
っ
き
挟
其

十
文
字
あ
し
を
ふ
ミ
か
ふ
ち
入
、
上
よ
り
す
り
込
勝
。

箆

一
、
一
一
一
ケ
と
い

や

り

か

ず

)

(

る

二

紋

鑓
数
三
本
有
ゆ
へ

J¥ 

一9A2

ケ
と
い
ふ
心
も
有

古
よ
り
鰐
街
に
五
ケ
八
ケ
と
い
ふ
事
脊
。
五

工
拘
わ
什
二

ケ
と
合
て
こ
れ
ハ
八
ケ
の
心
也
。

ケ
、
初
。
た

い
に
前
賓
K
か
ま
へ
侯
持
、

っ
き
出
し

候
を
十
文
字
上

K
て
打
落
し
、
其
ま
も
み
一
脇
つ
ほ
へ
っ
き
留

に
勝
。
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一
、
二
。
た
か
い
に
上
段
の
時
、

ふ

さ

(

掛

)

こ
乎
を
つ
き
か
け
か
ト
り
候
を
、

(
附
鵬
〕

っ
し
わ
き
つ
ほ
へ
っ
き
出
し
候
其
時
、

え
f
や
リ
、
っ

L
ろ

わ
せ
上
に

少
さ(
けE
て
前

よ

す
や
ち
よ
り
中
段
に
は

に
て
あ

込
山
蹴
つ
ほ
へ

、
2
0
款
の
す
や
り
前
震
よ
り
か
ま
へ

十
文
字
上
段

(

少

〉

(

筋

交

一

{

山

間

μ
ヘ)

す
こ
し
す
し
か
へ
身
の
か
ね
を
合
せ
か
、
ふ
り
候
を
す
や
り

よ
り
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字

引
取
候
所
を
わ
き
つ
ほ
へ
っ
き
儲
は
勝
。 て
打
落
し
、
す
や
り

い
ふ
事
、

段
進
。

ハ
草
の

心
な
り
。
五
ケ

ケ

て
八
ケ
ハ
行
の
心
な
り
。
夫
A
O
奥

ハ
真
之
位
と
い
ふ
心
も
有
へ
き
事
也
。

一
、
初
。
謙
太
刀
な
逆
身
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
下
設
に
、

(

敏

光

}

(

挙

~

の
け
ん
さ
き
太
刀
を
持
た
る
歎
の
こ
ふ
し

K

て
か
t
A

ち
畏
を
太
刀
よ
り
切
か
け
候
其
時
、
十
文
字
足

を
ふ
ミ
込
、
な
お
下
段
托
落
候
へ
ハ
太
刀
を
車
に
重
し
引

議
侯
所
を
脇
つ
ほ
へ
っ
き
込
勝
。

一
、
二
。
骸
太
刀
な
は
っ
さ
う
に
構
へ
扶
持
、
十
文
字
下
段
託

持
か
、
ふ
り
挟
を
太
万
よ
り
切
か
け
候
所
ヲ
か
ふ
り
つ
き
に

斗
勝
。

{
円
川
同
開
〉

一
。
歎
の
太
万
と
う
は
う
に
か
ま
へ
候
時
、

(

同

問

先

)

円

相

似

」

託
け
ん
さ
き
を
敵
の
ひ
た
ひ
に
お

十
文
字
上
段

か
も
み
り
候
所
ヲ

太
万
よ
り
は
ち
か
け
候
時
、
脇
つ
ほ
へ
つ
き
と
め
勝
。
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一
、
初
。
敵
の
長
万
を
瀧
な
か
し
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
上

178 

段
に
持
か
ミ
り
候
を
長
万
A
O
は
り
か
け
候
其
時
、
十
文
字

足
を
ふ
ミ
込
、
中
段
に
は
つ
し
候
所
ヲ
長
万
よ
り
脇
つ
ほ

へ
っ
き
候
時
、
上
よ
り
打
落
勝
。

一
、
二
。
長
万
を
前
賢
よ
り
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
下
段
に
持

か
ミ
り
候
を
長
万
よ
り
あ
し
を
引
切
落
候
所
を
十
文
上

手

d
か
ふ
り
つ
き
に
勝
。
此
長
万
の
か
ま
へ
水
車
と
い
ふ

(
教
)

を
し
へ
も
有
。

一
、
二
一
。
長
万
芝
か
へ
し
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
腰
中
段
に

て
長
万
を
お
さ
へ
る
心
持
に
て
、
上
手
よ
り
先
を
つ
い
て

(
教
)

取
へ
し
。
こ
の
長
万
の
か
ま
へ
曲
星
と
い
ふ
を
し
へ
も
有
。

一
、
初
。
敵
す
や
り
を
下
段
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
腰
中
段

(

剣

積

)

(

当

)

に
持
、
け
ん
つ
も
り
を
あ
た
ら
き
る
所
-
一
て
下
段
に
お
ろ

し
候
へ
ハ
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
所
を
十
文
字
足
を

一
あ
わ
せ
)

ふ
み
込
、
う
し
ろ
に
て
合
入
込
候
時
、
す
や
り
前
へ
は
ね

(
越
)
(
突
)

こ
し
っ
き
候
所
を
十
文
字
ま
へ
に
て
っ
き
と
め
に
勝
。

一
、
二
o

す
や
り
腰
中
段
の
時
、
十
文
字
上
段
に
持
か
ミ
り
候

を
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
下
に
て
合

候
所
を
す
や
り
う
し
ろ
へ
は
ね
こ
し
っ
き
候
を
十
文
字
か

ふ
り
入
、
そ
の
ま
ミ
勝
。

一
、
三
。
す
や
り
脇
取
の
下
段
之
時
、
十
文
字
脇
取
を
す
こ
し

た
か
く
時
か
ミ
り
候
を
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
所
を

く
わ
っ
し
て
上
よ
り
打
お
と
し
っ
き
込
勝
。

裏
之
鑓

十

一
、
う
ら
の
鑓
と
い
ふ
事
、

先
々

J
習
来
殊
真
之
位
口
口
口
口
口
と
い
へ
は
、

の
有
ま
し
き
事
一
一
候
わ
す
、
愛
に
書
し
る
し
置
事
也
。

(
互
)
(
そ
う
ら
わ
)
(
す
こ
し
)

一
、
初
。
た
か
い
に
遠
候
ハ
少
中
段
に
持
か
ミ
り
で
す
や
り
下

(
早
)

段
に
直
し
候
時
、
十
文
字
も
は
や
う
に
お
ろ
し
候
所
を
す

許
之
巻

も
無
之
候
と

J¥ 

う二と
らきも

や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
足
を
引
か
ふ
り
、

又
あ
し
を
ふ
ミ
込
な
か
ら
前
へ
切
す
て
そ
の
ま
L

勝。

一
、
二
。
敵
の
す
や
り
下
段
之
時
、
十
文
字
上
段
に
持
か
L

り

(
あ
わ
せ
)

候
を
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
に
て
合
か

(

腕

)

(

と

め

)

ふ
り
、
そ
の
ま
ミ
か
ふ
り
っ
き
に
こ
の
う
で
を
っ
き
留
勝
。
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一
、
三
。
敵
脇
取
の
下
段
之
時
、
十
文
字
ハ
脇
取
の
上
段
に
持

か
h
A

り
候
所
を
、
す
や
り
よ
り
脇
つ
ほ
へ
っ
き
出
し
候
其

時
、
十
文
字
足
を
ふ
ミ
込
上
よ
り
よ
こ
手
鑓
に
て
か
け
落

し
勝
。

一
、
初
。
敵
の
す
や
り
腰
中
段
之
時
十
文
字
上
段
に
持
か
斗
り

候
を
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
所
を
十
文
字
下
に
て
合
、

(
越
-

す
や
り
よ
り
打
し
し
う
し
ろ
へ
っ
き
候
其
時
、
十
文
字
足

か
ふ
り
込
其
ま
h
A

勝。

一氏

一
、
二
。
た
か
い
に
前
ひ
ろ
の
時
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候

を
ふ
ミ
込
、

を
十
文
字
上
に
て
打
、
す
や
り
中
段
に
直
し
っ
き
候
所
を

十
文
字
下
に
て
合
、

又
す
や
り
へ
う
ち
こ
し
う
し
ろ
へ
つ

き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
足
を
ふ
ミ
込
か
ふ
り
込
其
ま
斗
勝
。

(
す
や
り
)

一
、
三
。
敵
前
ひ
ろ
の
時
十
文
字
上
段
に
持
か
斗
り
候
を
直
鑓

よ
り
打
込
っ
き
出
し
候
所
ヲ
十
文
字
あ
し
を
ふ
ミ
込
く
わ

つ
し
て
か
ふ
り
其
ま
斗
勝
。
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一
、
因
。
す
や
り
腰
中
段
の
時
、
十
文
字
上
段
一
一
取
か
斗
り
候
(
横
)

を
敵
よ
り
わ
き
つ
ほ
へ
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
よ
こ

手
鎌
に
て
中
か
け
に
か
け
お
と
し
勝
。

一
、
五
。
敵
上
段
之
時
、
十
文
字
飛
乱
に
か
ま
へ
、
す
る
/
¥

と
か
h
A

り
、
す
や
り
を
打
落
候
を
直
鑓
中
段
に
は
つ
し
、

(
十
阻
)

す
く
に
つ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
足
を
引
か
ふ
り
、
又

(
切
)
(
拾
)

足
を
ふ
ミ
込
、
前
へ
き
り
す
て
そ
の
ま
斗
勝
。

一
、
初
。
た
か
い
に
前
賢
の
時
、
す
や
り
よ
り
う
し
ろ
へ
打
こ

し
っ
き
出
し
候
を
、
十
文
字
か
ふ
り
こ
ミ
其
ま
斗
勝
。

一
、
二
。
た
か
い
に
上
段
之
時
、
十
文
字
ハ
少
さ
け
て
前
の
よ

(

出

町

「

(

懸

)

こ
手
か
ま
を
つ
け
か
け
か
斗
り
候
を
、
す
や
り
中
段
に
は

っ
し
、
す
く
に
わ
き
つ
ほ
へ
っ
き
出
し
候
を
、
十
文
字
あ

し
を
ふ
ミ
込
合
こ
ミ
其
ま
斗
勝
。

(
筋
交
)

一
、
三
。
敵
ま
へ
ひ
ろ
の
時
、
十
文
字
上
段
少
す
し
か
へ
、
身

(
曲
尺
)

の
か
ね
を
合
か
h
A

り
候
を
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
其

時
、
十
文
字
上
よ
り
お
と
し
其
ま
斗
勝
。

丸

五

橋

(
教
)

是
も
書
物
-
一
ハ
無
之
候
へ
と
も
、
先
K
J
を
し
へ
来
る
事

な
る
故
、
覚
の
た
め
愛
-
一
し
る
し
置
事
也
。
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一
、
丸
橋
と
い
ふ
事
、

180 

っ
き
直
し
と
も
い
ふ
な
り
。
前
の
こ
と

(
Lあ
い
)
(
い
れ
も
う
す
べ
き
)
(
し
こ
与
三
慣
)

く
段
々
か
ま
へ
来
り
、
仕
合
に
入
可
申
仕
込
の
な
ら
ハ
し

(
習
)

な
る
ゆ
へ
丸
橋
と
い
ふ
な
ら
へ
な
り
。
鷹
を
あ
わ
す
る
仕

込
も
丸
橋
と
い
へ
り
。

一
、
初
。
た
か
い
に
上
段
之
時
、
十
文
字
ハ
鑓
先
を
さ
け
て
前

ノ
よ
こ
手
鎌
に
て
す
や
り
を
と
む
る
心
持
ニ
て
は
り
か
L

り
候
所
を
、
す
や
り
中
た
ん
に
直
し
、
脇
つ
ほ
へ
っ
き
出

し
候
其
時
、
十
文
字
下
に
て
合
、
す
や
り
う
し
ろ
へ
打
こ

し
っ
き
出
し
候
を
、
十
文
字
か
ふ
り
込
勝
。
(

走

)

(

寄

)

一
、
二
。
敵
中
た
ん
の
時
十
文
字
上
段
に
取
、
は
し
り
よ
り
な

か
ら
中
段
に
直
し
、
前
の
よ
こ
手
鎌
に
て
す
や
り
を
上
A
O

お
さ
へ
る
心
持
に
す
る
。
其
時
す
や
り
は
つ
し
打
こ
し
上

よ
り
っ
き
出
し
候
所
を
十
文
字
か
ふ
り
込
勝
。

一
、
三
。
敵
脇
取
の
上
段
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
脇
取
の
下

た
ん
に
持
か
斗
り
候
所
を
す
や
り
上
よ
り
っ
き
お
と
し
候

其
時
、
十
文
字
か
ふ
り
込
勝
。

一
、
四
。
敵
脇
取
下
段
之
時
、
十
文
字
脇
取
の
上
段
に
持
か
L

(
'
上
)

り
候
所
を
、
す
や
り
下
よ
り
つ
き
あ
け
候
を
、
十
文
字
上

よ
り
ひ
た
ひ
た
と
打
留
候
而
其
ま
L

勝。

一
、
五
。
た
か
い
に
前
賢
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
前
の
よ
こ

手
に
て
す
や
り
を
と
む
る
心
持
に
て
は
し
り
よ
り
候
を

す
や
り
う
し
ろ
へ
う
ち
こ
し
突
出
し
候
所
を
、
十
文
字
足

を
ふ
ミ
込
上
よ
り
打
落
す
。
す
や
り
前
よ
り
っ
き
出
し
候

へ
ハ
十
文
字
前
に
て
合
、
す
や
り
又
う
し
ろ
へ
打
こ
し
つ

く
其
時
、
十
文
字
か
ふ
り
込
勝
。

目
付
三
段
之
次
第

一
、
上
段
の
鑓
ハ
銅
先
を
敵
の
ひ
た
い
に
お
し
あ
て
、

下
り
な
き
ゃ
う
に
す
へ
し
。

あ
か
り

一
、
中
段
の
鑓
ハ
三
通
り
有
。
肩
通
り
に
持
を
遠
山
の
中
段
と

(
あ
-
二

い
L

、
顎
通
り
に
か
ま
へ
た
る
を
中
段
と
い
L

、
腰
と
を

り
に
持
を
腰
中
た
ん
と
い
ふ
な
り
。

一
、
下
段
の
鑓
ハ
、
敵
の
ひ
さ
か
し
ら
に
銅
先
を
お
し
あ
て
、

上
り
さ
か
り
な
き
ゃ
う
に
持
を
下
段
と
い
ふ
也
。



「文化紀要」第30号， 1989年弘前大学教養聾

(
常
化
工

)

(

目

見

)

一
、
こ
く
う
の
目
付
と
ハ
ま
:
の
聞
を
い
ふ
o

但、

ま
ミ
の
間

と
ハ
か
ほ
の
け
の
聞
の
事
な
り
。

一
、
遠
山
の
目
付
と
い
ふ
は
敵
の
一
屑
に
目
を
付
る
事
を
い
ふ
な

h
円
J
O

一
、
折
U
目
付
と
い
ふ
ハ
敵
の

m
k
J
K
目
を
付
る
事
を
い
ふ
な

ほら り
し o

の
目
付
と

ふ
は

一
こ
り
h
小
三

(

学

一

献
の
取
分
右
の
こ
ふ
し
に
目
を

付
る
事
を
い
ふ
な
り
。

一、

h
vん
の
目
付
と
い
ふ
は
、
献
の
鑓
の
銅
先
に
目
を
付
る

事
を
い
ふ
な
り
。

極

一υム
呉
川
」

音山

弐
拾

一
、
八
方
詰
o

敵
太
万
に
て
大
勢
懸
候
時
、

十
文
字
飛
乱
に
か

ま
へ
、
敵
の
首
・
足
へ
ち
ら
し
か
t
h

り
、
敵
入
こ
む
所
を

つ
い
て
と
る
目
付
肝
要
な
り
。
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一
、
小
袖
分
。
敵
太
万
を
持
、
野
中
の
幕
に
て
か
L
A

る
時
、
十

文
字
下
段
に
て
か
L

る
へ
し
。
幕
か
く
る
時
十
文
字
足
を

「極意」の部分。写真凶
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に
は
っ
し
其
ま
斗
つ
い
て
取
へ
し
。

182 

ひ
ろ
け

太
刀
iζ 
て
か
込

どり
つ侯

き
に
十
文
字
下
段
K
構
、
お
突
を
逆
手
に
取
と

ふ
わ
ノ
、
敵
入
込
ミ
侯
ハ
す
く
広
石
つ

き
に
て
つ
く
へ
し
。
さ
な
く
ハ

い
を
ミ
て
取
直
し
つ

く
へ
し
。

一、

最
護
者
の
時
、
戸
脇
に
太
万
を

、
混
同
車
。

敵
長
刀
をれ
瀧三横
流デ手
iと-Iと
かて
まっ
へい
て
取
J¥  

し

民
取
、

十
文
字
上
段
に

持
か
L

る
。
長
万
よ
り
は
り
か
く
る
を
十
文
学
中
段
に
は

っ
し
、

又
長
万
よ
り
下
段
に
て
は
る
時
十
文
字
上
段
に
は

ろ
を
ミ
て
つ
い

っ
し
、

へ
し
。

一
、
下
道
具
合
。
す
や
り
上
段
の
時
十
文
字
も
上
段
少
下
錯
に

与
り
左
右
へ
お
き
ヘ
勝
。
上
よ
り

持
、
横
手
を

ょ
こ
手
謙
を
か
く
る

てが
f

ノ
か
い

)

4

時
間
ド
コ

一
、
ふ
た
/
¥
日
遣
。
身
の
か
ね
す
や
り
下
段

段
、
す
や
り
よ
り
諮
っ
ほ
を
つ

又
す
や
り
上
へ
う
ち
こ
し
つ
く
持
、

ふ
り
入
、

、
一
委
手
如
何
一
一

す
や
れ
ノ
上
段
の
時
十
文
字
も
上
段
K
持

か
h

ふ
り
中
段
K
麗
し
打
務
勝
。
又
打
落
鉄
時
、
す
や
り
よ

り
は
っ
す
所
を
と

一
、
浦
之
設
。
す
や
り
脇
取
下
段
之
時
、
十
文
字
遠
山
の
中
段

一
持
か
子
り
、
す
や
り
っ
き
候
所
を
十
文
字
上
よ
り
打
落

一、

す
や
ち
遠
山
の
中
段
の
時
十
文
字
上
段
に
持

わ
れ
ソ
ひ
き
に
て
中
段
に
麗
し
打
落
勝
へ
し
む

か
、
ふ
り
、

、
瀧
お
と
し
。
す
や
り
下
段
之
時
、
十
文
字
頭
よ
ち
た
か
く

中
設
に
持
か
‘
A
h，J
、
敵
よ
り
っ
き
出
し
鉄
所
を
上
よ
り
打

を茂仔務
右 0

1
) し

の竹
手や二は
iとふや
て、く
身柴つ
iζ ip~ い

そ主きぎて
へどな取

持とへ
吋し

O 

て十
お士文
し竺字
わ(の
け竺太
と(万
打

る
へ
し
。

一、

す
や
れ
ツ
中
段

十
文
字
上
段
逆
手
K
持
か

す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
時
、

iと L
て 7
ツ

2寸わ
.oす

敵
よ
り
つ
よ
く
お
し
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(
強
)

る
か
つ
よ
ミ
な
ち
。

一
、
五
月
雨
。
す
や
り
下
段
の
時
、
十
文
字
接
取
上
段

K
持
か

k

ふ
り
候
を
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
を
、
上
A
O
打
お
と

し
、
又
、
前
へ
加
し
つ
く
所
を
訴
に
て
打
落
勝
。
長
続
の

一、
す
や
り
に
合
た
る
時
よ
し
。
五
月
雨
の
口
博
有
。

す
や
り
下
段
に
も
中
段

K
も
か
ま
へ
侯
時
、

字
上
段

{
子
上
よ

、
ふ
り
、
す
や
り
よ
ち
づ
き
出
し
候
を
十
文

iζ 
て
ハお
敵さ
のへ

ふ学す
しゃ
をり
自ヲ|
付取
る所
事へ
肝乗

込
勝
。
す
や
り
へ

一
、
紅
。
敵
剖
や
う
に
す
や
り
合
か
ま
へ
挟
共
、

に
仔
合
勝
候
を
く
れ
な
い
と
い
ふ
な
り
。

其
鑓
の
い
ろ

す
や
り
下
段
の
時
、

十
文
字
も
下
段
に
も
ち
か
も
与

り
候
を
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
侯
其
持
、

込
勝
。

引
か
ふ
れ
ソ
、
鑓
口
の
あ
か
さ

183 

に
頭
の
上
よ
り
す
れ
ソ

、
前
震
。
た
か
い

ろ
に
か
ま
へ
候
時
、
敵
よ
り
先
を

こ
し
っ
き
出
し
挟
・
右
上
よ
り
打
落
、
す
や
れ
ノ
下
よ
り
っ
き

候
所
を
十
文
字
下
に

其
ま
h
A

勝
。
又
、

り
先
代
て
勝
心
持
も
有
。

、
芝
掃
。
す
や
り
上
段
之
時
、

つ
し
て
下
設
に

か
ふ
り
候
時
、

J
っ
き
出
し
候
を
よ
記
て
打
落
、

は
や
く
立
て
つ
く
へ
し
。
上
り
坂
下
h
ノ
援
に
よ
ら
ず
一
一
騎

う
も
の
時
遣
う
鑓
な
り
O 

ふ

な

い

く

さ

の

時

つ

ル

時

横

手

記

て

離

の

(
定
)

ふ
な
は
た
へ
打
か
け
引
ょ
せ
つ
い
て
取
へ
し
。
す
く
に
つ

く
事
ゆ
め

へ
か
ち
す
。

一
、
狭
間
之
鑓
。
石
つ
き
に
て
っ
き
出
す
へ
し
。

の
呂

iζ 鱗Lと Iζ 水子
形三なと持車会
。た J() 会 oき口
す?に斗(歎上
やてるこ長極
り勝遺卜万意
中、方2瀧
段心か二な
之持さ央
時口車
薄と
有向
O 黙

十
八

し
に
か
ま
へ
授
時
、

十
文
字
上
段

打
に
ミ
へ
て
本
の
一
疋

十
文
字
上
段
に
持
か
L

り
候

を
す
や
り
よ
り
突
出
し
候
所
を
、

Jコ
め
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(
鰭
形
)

の
時
三
角
う
ろ
こ
か
た
に
て
勝
。
心
持
口
惇
有
。

184 

一
、
切
鎌
。
敵
太
万
を
持
候
時
、
十
文
字
上
段
に
持
、
鎌
を
上

へ
た
て
L

底
手
を
か
た
め
腰
に
つ
け
る
心
持
に
て
敵
の
叶

問

)

(

挙

)

け
ん
よ
り
こ
ふ
し
へ
か
け
て
切
か
け
勝
へ
し
。
口
惇
有
。

一
、
韓
曲
。
敵
す
や
り
の
時
、
十
文
字
を
片
手
に
持
て
身
を
遣
。

口
惇
有
。

一
、
柄
返
。
敵
直
鑓
に
て
も
太
万
、
長
万
に
で
も
、
十
文
字
の

(
柄
返
)

鎌
つ
ま
り
た
る
時
、
ゑ
か
へ
し
に
て
敵
の
ミ
け
ん
を
打
碍

候
様
に
遣
。

口
惇
有
。

一
、
悦
眼
。
敵
の
す
や
り
中
段
之
時
、
十
文
字
上
段
に
持
か
L

(
喰
)

り
、
く
わ
っ
し
て
中
段
直
し
候
所
を
す
や
り
よ
り
打
こ
し

っ
き
候
其
時
、
十
文
字
打
留
勝
。

口
惇
有
。

一
、
西
風
。
敵
す
や
り
い
か
様
に
か
ま
へ
候
共
、
十
文
字
飛
乱

に
も
ち
か
L

り
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
所
を
左
右
へ

ま
く
り
付
勝
。
心
持
口
惇
有
。

一
、
柳
雪
。
敵
前
賢
に
か
ま
へ
候
時
、
十
文
字
上
段
に
持
か
L

る
所
ヲ
す
や
り
A
O
つ
よ
く
打
込
突
出
し
候
其
時
、
十
文
字

身
の
先
な
る
程
足
を
引
か
ふ
り
、
す
く
に
上
A
O
す
り
込
勝
。

稲口
妻惇
o 有
A 拘 O
仁::]，> 
上じ
段;
Iと宇
持三
か
~ 

り

十
文
字
中
段
に
直
し
打
所

を
す
や
り
は
つ
し
候
其
時
、
十
文
字
前
へ
足
を
ふ
ミ
出
し

な
か
ら
つ
い
て
取
。

口
惇
有
。

(
ニ
(
筋
交
)

一
、
水
月
。
敵
す
や
り
前
慶
の
時
、
十
文
{
子
よ
段
少
す
し
か
へ
持

か
L

り
候
を
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
其
時
、
十
文
字
J

打
留
其
ま
L

勝
。
水
に
う
つ
り
た
る
月
の
心
持
。

一
、
柄
越
。
自
然
う
し
ろ
つ
ま
り
、
石
っ
き
っ
か
さ
れ
ぬ
時
、

(
空
)

石
つ
き
を
そ
ら
へ
な
し
て
下
段
の
心

口
侍
有
。

十
文
字
を
く
り
込
、

持
に
て
逆
手
鎌
を
用
ひ
敵
す
や
り
っ
き
出
す
所
を
、

(
あ
わ
せ
と
め
)

に
て
合
留
て
勝
。

前
後

口
惇
有
。

一
、
栄
月
。
す
や
り
脇
取
の
上
段
之
時
、
脇
取
の
下
段
に
か
ま

へ
か
L

り
、
す
や
り
よ
り
っ
き
出
し
候
所
を
十
文
字
か
ふ

り
込
勝
。
上
J
月
の
落
か
L

る
下
に
て
請
留
る
心
持
。

口

惇
有
。

一
、
十
二
本
燭
。
西
風
の
こ
と
く
遣
鑓
な
り
。
但
、
敵
大
勢
す

や
り
に
て
か
L

り
候
時
、
十
文
字
に
て
す
や
り
一
本
ま
く

り
付
れ
ハ
、
大
勢
の
す
や
り
を
ま
く
る
心
持
。
口
惇
有
。
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の
事
。
太
刀
打
契
ひ
も
と
を

者

ハ
て
身
K
そ
へ
持
、

口
一
得
有
。

一
、
必
勝
。
敵
す
や
り
い
か
や
う
に
か
ま
へ
候
共
、

乱
に
か
ま
へ
か
斗
り
、
す
や
り
っ
き
出
骸
所
を
打
落
、
其

ま
え
勝
。

口
侍
有
。

、
乱
勝
。

民
か
ま
へ
、

と
も
か
く
も
敵
の
変
に

胤え態
穴~}し
G 勝

口
捧
右
。

…
州
側
州
刈

家

K
て
も
ほ
そ
ひ
や
い
に
て
も
下
り
坂
に
て
も
、

{
円
以
ぺ
)

て
つ
ま
り
壊
も
つ
ま
り
た
る
所
民
て
そ
け
つ
に
か
ま

(
林
市
」

へ
、
向
ひ
き
を
立
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き

段
に
か
ま
へ
て
遺
鎌
な
ち
。

上

上

そ
け
っ
と
ハ
小
上
段

口
一
得
有
。

一、

一
々
の
か
ま
と
も
い

一
字
の
か
ま
と
も
、

口
一
博
有
。

185 

外

物

ケ

後

、
沼
藁
に
て
っ
き
む
ず
ふ
次
第
の
事
。
は

て
を
弓
手
の

民
数
、
鑓
を
上
段

持
合
す
る
も
の
也
。

、
援
に
て
上
下
の
鑓
合
す
る
次
第
之
事
。
ヒ
ハ
ノ
坂
乃
時
は
、

。
た
り
の
ひ
き
を
つ
き
、

の
ひ
さ
を
た
て
ふ
鑓
合
中
設

に
か
ま
へ

の
な
れ
ソ
。
又
、
下
り
壌
の
持
は
左
の

ひ品、
c
ー
を
た
て
h
A

右
の
砂
さ
を
つ
き
て
鑓
を
合
へ
し
。

J::l 

脊

一、

と
め
乃
事
。
十
文
字
を
飛
乱
に
か
ま
へ
か
与
り

候
時
、
太
万
よ
り
し
ゅ
り
け
ん
に
う
ち
付
候
所
を
、

(
挙
)

っ
し
て
こ
ふ
し
を
う
ち
と
む
る
心
持
肝
要
な
り
。

口
薄
有
。

(
か
だ
き
J

つ
め
)

、
ふ
ん
の
内
っ
き
ゃ
う
心
持
と
ハ
、
堅
物
な
と
た

(
d
m
)
 

鉄
板
合
こ
う
へ
な
と
を
つ
く
時
、

に
で
も
逆
手
に
持

し
接
持
、

て
も
す
や
ち

も
の
意
。

日
待
有
。

鑓
の
打
所
之
事
刷
出
。
数
の
鑓
銅
先
よ
り

一
、
遠
近
と
い

(
滋
}

尺
五
す
こ
し
て
打
も
の
也
。
口
一
得
有
。き

の
時
、
仁
鑓
に
つ

く
へ
し
。
上
鑓
ハ
か
な
ら
す
三
尺
の
廷
あ
る
も
の
な
り
。

一
、
三
尺
の

も
り
。

た
か
い
に
あ
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口
侍
有
。

186 

一
、
五
尺
の

つ
も
り
。
敵
直
鑓
を

っ
き
出
し
候
時
、
十
文
字
足

あ
と
へ
引
、
す
や
り
引
取
候
所
を
十
文
字
上
よ
り
一
あ
し

ふ
ミ
込
つ
く
へ
し
。
か
な
ら
す
五
尺
の
延
あ
り
。
口
惇
有
。

一
、
た
て
合
之
事。

十
文
字
横
手
鎌
に
て
上
よ
り
掛
落
、
は
や

く
つ
い
て
取
へ
し
。

口
惇
有
。

一
、
十
文
字
合
の
事
。
た
か
い
に
先
に
た
ち
上
下
に
て
お
さ
へ

る
心
持
肝
要
也
。
但、

た
か
い
に
上
段
の
時
、
敵
下
鑓
に

て
よ
こ
手
を
付
過
候
ハ
ヘ
上
鑓
よ
り
引
落
勝
心
持
も
あ

り
。
口
惇
有
。

(議

)

一
、
生
捕
の
か
ま
の
事
。
石
っ
き
の
い
の
目
へ
横
手
を
入
る
L

心
持
。
い
な

/
¥
。

口
惇
有
。

一
、
や
き
り
鉄
娼
留
の
事
。
取
龍
者
有
候
時
、
十
文
字
鑓
の
柄

に
三
所
幕
を
つ
け
へ
し
。
但
、
中
の
ま
く
ハ
真
綿
に
て
す

へ
し
。
幕
の
間
一
尺
斗
宛
に
て
上
段
に
か
ま
へ
、
右
の
幕

一
品
川
い
ヘ

)

(

真

に
て
身
の
か
ね
を
合
せ
鉢
を
か
く
し
て
か
L

る
へ
し
。
ま

紺
)

(
h
L
T
-

わ
た
の
あ
っ
さ
五
分
に
す
へ
し
。
口
惇
有
。

以
上

「外物十一ヶ候Jより最後までの部分。年記はあるが宛名はなく、
「伝書Jというより「記録Jというべき資料である。

写真凶



「文化紀要j第30吟.1989坪弘前大学教養部

七
一
七
)

享

保

一

宇

八

月

吉

祥

日

解
説ー

、
先
の
蔀
分
、

本

飛
乱
太
刀
合
い

「
虎
乱
長
刀
合
い

わ
ち

二
本
の
術
技
の
説
明
の
部
分
が
破
損
の
た
め
そ
、
れ
ぞ
れ
欠
け
て
い
る
。

一
本
及
び
「

い
が
浅
利
伊
兵
衛
に
よ
る
も
の

七

O
一
)
浅
利
伊
兵
鯖
均
縁
に
与
え
た
同
名
の
資
料

5
「

桜
庭
又
右
衛
門
成
美
が
元
禄
十
四
年
〈

な
っ
て
い
る
。

の
う
ち
始
め
の

」
の
ど
の

今

L
7
3
0

2
令
4

w

d

F

i

国
涯
の
祖
高
出
又
兵
衛
吉
次
の
高
弟
久
世
大
和
守
広
之
が
、

2 

の
原
異
は
特
定
で
き
な
い
が
、

一一寸

叶
十
文
字
鎌
目
録

の
術
技
を
、
師
伝
の
と
お
り
書
き
村
け
た
と
い
う
貴
重
な
覚
書
」

)
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鑓
秘
書
」

「
寛
永
十
三
内

と
い
う
同
名
の
巻
子
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
宝
蔵
読
流
中
村
訟
の
伝
書

の
「
一
克
一
禄
四

3 

日
本
武
道
全
集
第
六
巻
い
に
「

色戸

，-¥ 

ム
ハ
)
極
月
」
と
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
年
記
に

丙
年
(

と
あ
り
、

/州、

七
O
一
)
」
よ
り
新
し
い
が
、
説
明
の
内
容
誌
簡
易
で
項
目
も
少
な
い
。

如
、
費
蔵
醍
涜
許
巻

巻
子
本

187 

賢
蔵
院
流
名
闘
録

て
飛



l“文化紀要j第30吟， 1989年弘前大学教養部

一
、
売

乱

188 

一
、
打

留

一
、
五

笛

一
、
莫

位
極

意

一
、
八
方
詰

一
、
小
袖
合入

一
、
風

一、
、
梯
之
曲
尺

一
、
妻
手
弱
一
一

一、
、
龍
之
打
込

、
建

落

長
万
合

鑓

一
、
茂

ぷ':..
q 

一
、
逆
手
鎌

日

五

持

{専

、
早

馬

---

口
簿

一
、
紅思

返賓

一
、
芝

議

船
、
狭
間
之
鎌

夫
兵
法
者
不
動
明
王
愛
染
按
前
有
妙
何

間
去
鼓
粧
哉
待
具
足
一
小
有
利
一
心
罷
語

無
得
利
死
窓
幼
進
退
部
窺
之
痔
何

な
る
こ
を
ハ
お
の
か
羽
風
に
ひ
き
た
て
ミ

い

k

ふ
ろ
と
さ
ハ
く
む
ら
す
も
ふ
め
か
な
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染
め
出
す
日
と
は
な
け
れ
と

は
る
く
れ
は

柳
ハ
み
と
り
花
は
く
れ
な
ゐ

し
ら
露
ハ
を
の
か
す
か
た
を
そ
の
ま
斗
に

も
み
ち
に
お
け
ハ
く
れ
な
ゐ
の
玉

聖
人
法
秘

非
秘
為
侍

一
目
羅
不
能
得
鳥

羅
者
是
一
目

獅
子
盆
虞
之
旨

前
三
後
一

右
此
一
巻
錐
為
秘
術
御
執
心
之
間
令
相

惇
平
柳
他
見
有
間
敷
者
也

賓
蔵
院
流
許
巻

賓
蔵
院
流
十
文
字
鎌
数
年
依
御
執
心

不
浅
先
師
相
侍
之
位
心
持
令
侍
授
皐

自
今
以
後
執
心
之
輩
於
有
之
者
重
々

189 

以
起
請
可
有
相
侍
者
也
仰
免
状
如
件

奈
良
住
元
祖
賓
蔵
院
直
侍

奥書きの部分。朱印・花押はないが伝承者を記載している。写真凶
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延
享
四
卯
年

11 

吋
費
瀧
醗
流
許
馳
惜
い

Oi-
賓ヲ
蔵
読
流
名
目
録

一
、
飛

香L

一
、
虎

香L

打

留

五

岩
間
千
治
郎
殿

高
田
平
右
衛
門
正
重

W
九
J

~

呉
川
淵
宙
賦

極

=&~ 

高
田
甚
六
部

正
科

一
、
八
方
詰

高
一
三
之
介

宗
明

一
、
小
抽
合

、
震
笠
合入

揺‘

一
、
悌
之
曲
尺

一
、
妻
子
切
三
寸
替

一
、
諾
之
波

太
万
ム
ロ

一
、
龍
之
打
込

日

、
逆
手
鎌

日

一
、
五
月
雨

口
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一
、
享

馬

一
、
紅

一
、
患

返

態
、
狭
間
之
謙

轡
異
議
院
流
歌
書

夫
兵
法
者
不
動
明
王
愛

逢
退
師
親
之
待
疑
之

有
哉

さ
わ
く
む
ら
す
ミ
め
故

染
出
す
日
と
は
な
け
れ
と

春
く
れ
は
柳
ハ

み
と
れ
ノ

花
は
く
れ

な
ひ

白
一
露
ハ
を
む
か
す
か
た
を

そ
の
ま

L
K

く
れ

な
ひ
の
玉

聖
人
法
務

非
秘
為
簿

目
羅
不
能
得
鳥
待

ひ
き
あ
て
込

な
る
こ
を
は
を
の
か
羽
風
K

こ
も
み
ろ
と

191 
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192 

右
此
一
巻
者
錐
為
秘
術

御
執
心
之
間
令
相
惇

早
柳
他
見
有
間
敷

者

也
賓
蔵
院
流
許
巻

賓
蔵
院
流
十
文
字
鎌
数

年
依
御
執
心
不
浅
先
師

相
侍
之
位
心
持
令
侍
授

平
自
今
以
後
執
心
之
輩

於
有
之
者
重
々
以
起
請

可
有
相
侍
者
也
仰
許
状

如
件

写
真
山

奈
良
住
元
祖
賓
蔵
院
直
惇

奥書きの伝承貴の部分。乙の浅利万之助は「均費」である。写真例
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二
七
丘
四
〕

賓
屠
西
中
戊

九
月
吉
日

浅
利
万
之
助
毅

あ

1日

意

と

「
林
崎
新
夢
想
流
(
罵
ム
ロ
〉

は
未
だ
に
理
解
で
き
な
い
点
が
多
い
。

一
戸
部
新
十
部
が

写
真
偽
造

正
辰
(
朱
印
・
花
押
〉

民
関
し
て
、
今
回
は
「
天
真
正
」
と
い
う
認
の
語
源
と
意
味
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
が
、

の

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

で
驚
い
た
と
い
う
。
〈
同
社

の
名
人
と
た
た
え
ら
れ
る
蕪
双
神
伝
流
の
中
山
静
道
は
、
林
崎
神
社
に
行
っ
た
と
き
、
先
人
の
奉
納
該
万
者

Tこ の

、
四
万
本
位
は
ざ
ら
に
あ
っ
て
、
そ

の
人
名
は
、
今
日
ま

く
名
も
知
ら
れ
ず
に
あ
る
方
々
で
あ
っ
た
り
も
ち
ろ
ん
、
何
日
も
か
か
っ
て
参
寵
し
て
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
忍
耐
と
体
調

ア
」
ふ
・
晶
、

敬
援
の
ほ
か
な
い
。

〉
(
し

博
道
五
十
歳
に
近
か
っ
た
が
、
傍
に
お
か
ゆ
を
置
き
、
腹
が
減
れ
ば
そ
れ
を
す
す
り
、

た
と
い
う
。
そ
の
糟
進
は
並
尋
常
で
な
い
よ

ふ
う
に
、

昼
夜
、
不
眠
で

う
述
懐
し
て
い
る
が
、
じ
つ
は
博
道
自
身

千
本
も
抜
い
て
事
納
し
て
い
る
。
大
正
十

万

い
た
ら
石
を

と
い
う

193 

の
伝
書
で
は
、

右
の
よ
う
な
参
襲
移
行
合
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

(
一
六
五

〉
高
昌
平
右
衛
門
正
重
が
議
牛
兵
九
郎
に
授
L

干
し
た
資
料
1

「

「
賓
蔵
続
十
字
鑓

の
真
の
意
味
も
贈
解
で
き
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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文
字
鑓
許
巻
二
」
と
、
宝
永
一
冗
年
(
一
七

O
四
)
桜
庭
又
右
衛
門
成
美
が
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
に
授
与
し
た
資
料
6
「
賓
蔵
院
十
文
字
鑓
印

194 

可
状
」
の
解
読
と
内
容
の
解
説
に
重
点
を
お
い
た
が
、
力
量
不
足
の
た
め
に
不
充
分
な
点
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
御
叱
正
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
5

・9
「
賓
蔵
院
流
紅
之
書
」
に
「
注
」
を
施
し
た
か
っ
た
が
、
本
紀
要
の
規
定
の
分
量
を
あ
ま
り
に
も
超
過
す
る
の
で

割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

浅
利
伊
兵
衛
均
禄
の
「
賓
蔵
院
十
字
鑓
」
の
修
行
は
、
高
田
儀
兵
衛
正
茂
に
つ
い
て
延
宝
四
年
(
一
六
七
六
)
か
ら
天
和
二
年
(
一
六

八
二
)
ま
で
の
約
七
年
間
、
高
田
儀
兵
衛
亡
き
後
は
棲
庭
又
右
衛
門
成
美
に
つ
い
て
元
禄
十
四
年
(
一
七

O
一
)
か
ら
宝
永
元
年
(
一
七

O
四
)
ま
で
の
約
四
年
間
師
事
し
て
い
る
。
延
宝
四
年
か
ら
通
算
す
る
と
実
に
二
八
年
目
で
「
印
可
状
」
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
ま
さ

に
抜
群
の
努
力
家
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
努
力
精
進
こ
そ
、
浅
利
伊
兵
衛
が
津
軽
弘
前
藩
き
つ
て
の
武
芸
者
と
た
た
え
ら

れ
る
所
以
で
あ
り
、
器
用
や
才
能
ば
か
り
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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足元ー

写真(1) ["袖」にある印判、上は「浅利」、下は「均禄Jの印文である。
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写真(2) I袖Jにある印判、 上は「浅利J、下は「均費jの印文である。
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写真(3) 1"浅利J(上)と 「均費J(ド)の印章。
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-
写真(4) 右より

。「賓蔵院十文字鑓許巻二J( r敬之書JK当る。見返し、奥巻もなく本紙の
み。慶安四年二月九日ー 1651) 

。 「寅蔵院十文字鑓許巻ーJ( r流名目録J延宝四年九月十五日一 1676) 
。「費蔵院十文字鑓許巻二J( r敬之容」延宝五年七月吉日ー 1677) 
。 「資蔵院十文字鑓許巻三J( r免状」天和二年八月十五日一 1682) 
。「費蔵院流紅之番J(元緑十四年十一月吉日ー1701) 
。「賓蔵院十文字鑓印可状J(宝永元年十二月十三日一 1704) 

o r寅蔵院十文字鑓許巻一J( r流名目録」年記なし)
。「費蔵需主流紅之書J(事保二年八月吉田ー 1717) 

。「寅蔵院許巻J(延手四年一 1747) 
。「寅蔵院許巻J(宝暦四年九月吉田一 1754) 
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写真同 高田儀兵衛正茂の朱印・花伸



!I. 
h 

弘前大学教を安部 l文化紀要J第30号， 1989年

写兵u品質蔵院流の 陪むと民主」の問に印文 「釦 の印判がある。

200 
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写真同 僚庭文お衛門成美の朱印 ・花押。

乙の 「印可状」 の用紙には金粉を使用 した模僚が描かれて

L、る。
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写真岡 「極意」の上に「印判」がある。(印文不詳)
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写真凶佐野71郎兵衛lE辰の朱印 ・?E伸。


